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会長 十一代 大樋長左衛門（年雄）

石
川
県
勤
労
者
文
化
協
会
は
、
県
内
で
の
勤
労
者
や
退
職
者
、
ま
た
そ
の
ご
家
族
を
対

象
と
し
て
様
々
な
文
化
、
芸
術
活
動
の
振
興
を
目
標
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

主
催
す
る
石
川
県
勤
労
者
美
術
展
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
美
術
展
と
し
て
は
県
内
最
大

規
模
の
作
品
展
で
、
日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、
工
芸
と
分
野
も
広
範
囲
に
わ
た
り
、

会
社
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
創
作
活
動
に
取
り
組
む
作
家
ら
が
参
加
し
、
こ
こ
を
登

竜
門
と
し
て
様
々
な
美
術
展
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

元
旦
に
は
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
被
災
し
た
人
々
は
途
方
に
く
れ
る

日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
協
会
は
、
そ
の
人
々
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
よ

り
良
い
事
業
展
開
を
目
指
し
、
皆
様
と
共
に
努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ご
挨
拶

第十回日展（2023年）出品作品
題：「大地の記憶2023 Memories of the Earth 2023」

大樋年雄（十一代大樋長左衛門） 縦48cm X 横42cm X奥行34cm
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顧
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2024年度展覧会・日程及び会場（予定）

＊震災の影響で変更される場合があります。
☆第55回石川県勤労者写真サロン展
地域受付 受 付 ４月22日(月）、23日(火）
金沢受付 受 付 ４月26日(金）、27日(土）

受付場所 フレンドパーク石川
[加賀展] 期 間 ５月16日(木)～19日(日）

会 場 加賀市美術館
[金沢展] 期 間 ６月20日(木)～22日(土）

会 場 県庁19階展望ロビー
[白山展] 期 間 ６月27日(木)～30日(日）＊30日は表彰式・合評・作品返却

会 場 市民工房うるわし

☆第１回石川県勤労者夏の美術展
地域受付 受 付 ６月17日(月）、18日(火）
金沢受付 受 付 ６月21日(金）、22日(土）

受付場所 フレンドパーク石川
[本 展] 期 間 ７月４日(木)～７日(日）＊７日は表彰式・合評・作品返却

会 場 しいのき迎賓館

☆第74回石川県勤労者美術展
地域受付 受 付 12月９日(月）、10日(火）
金沢受付 受 付 12月14日(土）、15日(日）

受付場所 フレンドパーク
[本 展] 期 間 12月18日(水)～22日(日）＊22日は表彰式・合評・作品返却

会 場 金沢21世紀美術館

陶芸教室「とうこう会」の
                     受講生  募集中！
陶芸教室「とうこう会」の
                     受講生  募集中！
陶芸教室「とうこう会」の
                     受講生  募集中！
●陶芸教室：「とうこう会」
　毎月第２、第４水曜日の午後６時～８時

※上記二つの教室では、専任講師の指導が受けられます。
※詳しくは電話にてお問合せください。
　TEL：(076)231-1746
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於：金沢21世紀美術館 市民ギャラリーA第73回勤労者美術展入賞作品一覧
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漢
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方
程
式
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光
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化
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会
長
賞

金
沢
市
長
賞
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合
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賞

石
川
県
労
働
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議
会
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長
賞

北
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長
賞
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陸
放
送
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賞
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賞
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波
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笑

み

の

君

へ

秋

五

合

庵

鉢

カ

バ

ー

か

が

や

き

優

美

加
治

隆
俊

石
野

晴
美

森

義
隆

盛
本

立
子

西
川

美
紀

髙
本

隆

林

滋

由
上

俊
彰

池
田

經
子

野
村

淑
恵
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優秀作品紹介 日本画の部

（厚生労働大臣賞）
湖の雪の朝 伊藤 貴奛

（勤文協会長賞）
娘と見た思い出の白山 村中 道雄

（石川県知事賞）
冬の日に 村上 真理子

（金沢市長賞）
THE･KING PROTER 佐々木 智

●概 評
日本画の部 審査員 下村 洋人・戸田 博子
今年の作品は、丁寧に書き込んだ秀作が多かったと思います。
水墨画の作品が増え、力作も多くありました。
厚生労働大臣賞の「湖の雪の朝」は、墨の濃淡の変化で水面を表現してあり、また雪の白と雪の間

から墨の色調が美しく、好感の持てる作品となっています。
また、銀箔を焼く技法で色調に変化をつけて、空間を表現した作品や、大胆な構図の作品と、どの

作品も表現方法に工夫されていました。
モチーフも、花鳥、風景、ファンタジーな作品と様々でした。
これからも、写生を通して作品を描き、多くの出品を願っています。

－ 6 －－7－

優秀作品紹介 洋画の部

（厚生労働大臣賞）
渓流の石橋 畠中 愛実

（勤文協会長賞）
つなぐ 村田 由美子

（石川県知事賞）
おひるね 米沢 善雄

（金沢市長賞）
飛騨の鉱山 中田 正義

●概 評
洋画の部 審査員 荒木 幸子・杉村 雄二郎・浮田 正樹・大丸 七代
厚生労働大臣賞受賞作品は細部にこだわらず伸び伸びと描かれていて、ぼかしを使い少ない色数
で爽やかに仕上げています。濃い木の枝に緊張感があり水彩画の良さのある作品です。
石川県知事賞受賞作品は子供の寝姿がほほえましく魅力的な作品です。体温を感じ息づかいも聞
こえてきそうです。畳の目も生活感が出て、かき手の愛情が伝わります。
勤文協会長賞受賞作品は会場で映える色の華やかな作品です。構図も大胆で描きたい気持ちがダ
イレクトに伝わります。四季の中でも雪の積もった建物が全体を安定させています。
金沢市長賞受賞作品は中心の工場がシャープに描かれ、後の森や手前の緑を柔らかく表現して工
場を際立たせています。知的で切れ味の良い作品です。もう少し大きい方が良かったと思われます。
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優秀作品紹介 書道の部

（厚生労働大臣賞）
三好達治詩 寺西 香月

（金沢市長賞）
山頭火 詩 里見 晴代

（石川県知事賞）
王維詩

松本 敦子

(勤文協会長賞）
日本百名山より
下島 富美子

●概 評
書道の部 村上 祥赫・角 秀嶺・髙井 治
今回の出品作は、かねてより多く出品されている漢字・仮名まじりの作品に加え、竹筆で書かれた

作品や単体、連綿体で書かれた作品等もあり、また、半切サイズの作品も例年より多く見受けられ、
大変見ごたえのあるバラエティーに富んだ作品の数々でした。加えて、詩の選文や作品の構成など
も大変充実しておりました。
ただ、多くの作品に言えることは、墨の溜まりや擦れの変化、線の太し細し、字形の変化、文字の
大小、一字の中の余白等に心がけていただくことをお願いしたいと思います。
作品として仕上げるためには、相当の努力は勿論必要ですが、日頃の「習字」を怠ることなく、作
成者の気持ちを入れ込んだ躍動感に溢れるような生き生きした作風が観る人に感動を与えてくれま
す。マンネリでなく、感性を研ぎ澄ませての新たな作品作りの挑戦を期待します。
最後に、厚生労働大臣賞受賞の「三好達治詩」は、多字数を最後までしっかりと気持ちを切らさず

に集中して書いています。また、作品の構成や線質も良く、スッキリとしていながら重厚感があり、
良作と言えます。

－ 8 －－9－

優秀作品紹介 写真の部

（厚生労働大臣賞）
オレンジの朝 寺田 学

（勤文協会長賞）
千古不易 一明 政行

（石川県知事賞）
轟音 網代 吉孝

（金沢市長賞）
エンヤー 中島 睦子

●概 評
写真の部 審査員 中川 宏治・山田 秀人・福井 節江
最高賞の寺田さんの作品は、美しい名画を彷彿とさせる秀作を久しぶりに拝見しました。色の統
一性、温かい色調は格調高く、美的センスを感じさせます。
網代さんは流れ落ちる滝の瞬間を表情（模様）巧みに高速で捉えました。更に音まで感じとれ、ま
さに轟音です。
一明さんの千古不易は、日本に少なくなった古民家の姿を古き良き時代のものとして表現してい
る。題材として新しくないが、何かしら気持ちが安らぐのです。タイトルがいいです。
昨年より応募点数が増え、各分野でバラエティーに富んで次回へ是非繋げてほしい。更に多数の
作品が寄せられることを期待します。
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優秀作品紹介 写真の部

（厚生労働大臣賞）
オレンジの朝 寺田 学

（勤文協会長賞）
千古不易 一明 政行

（石川県知事賞）
轟音 網代 吉孝

（金沢市長賞）
エンヤー 中島 睦子

●概 評
写真の部 審査員 中川 宏治・山田 秀人・福井 節江
最高賞の寺田さんの作品は、美しい名画を彷彿とさせる秀作を久しぶりに拝見しました。色の統

一性、温かい色調は格調高く、美的センスを感じさせます。
網代さんは流れ落ちる滝の瞬間を表情（模様）巧みに高速で捉えました。更に音まで感じとれ、ま
さに轟音です。
一明さんの千古不易は、日本に少なくなった古民家の姿を古き良き時代のものとして表現してい
る。題材として新しくないが、何かしら気持ちが安らぐのです。タイトルがいいです。
昨年より応募点数が増え、各分野でバラエティーに富んで次回へ是非繋げてほしい。更に多数の

作品が寄せられることを期待します。
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優秀作品紹介 工芸の部

（厚生労働大臣賞）
清水寺 加治 隆俊

（勤文協会長賞）
野焼き 森 義隆

（石川県知事賞）
浮遊 石野 晴美

（金沢市長賞）
青波青風 盛本 立子

●概 評
工芸の部 飯田 雪峰・辻 宏美
厚生労働大臣賞：「清水寺」 京都「清水の舞台」で欠かせないスポットを確実に丁寧に「木」の材料

で緻密かつ壮大に仕上げています。
石川県知事賞：「浮遊」 工芸アートの新しい世界を押し花に感じ、いろいろな見えない技術がある

だろうと想像しながら、美しい花の配色・配置に感動しました。
勤文協会長賞：［野焼き］ 縄文土器の特徴ある縄文火焔型土器を手びねりで力強く又装飾豊かに丁

寧に積み上げ最後は自然の火に任せての仕上げ。ストーリーを感じる作品です。
金沢市長賞：［青波青風］ 細かい手びねりの作業（ひも状の土を重ねる）で仕上げた美しい作品で

す。大きく存在感ある作品でした。
今回の工芸部門の作品は時間をかけて制作されそれぞれの世界が広がっていることに気づかされ

ました。これからも多くの作品に出会えることを楽しみにしています。

（厚生労働大臣賞）
清水寺 加治 隆俊

（勤文協会長賞）
野焼き 森 義隆

（石川県知事賞）
浮遊 石野 晴美

（金沢市長賞）
青波青風 盛本 立子
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厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
よ
ろ
こ
び
の
声

こ
の
度
第
七
十
三
回
石
川
県
勤
労
者
美
術
展
に
お
い
て
「
厚
生
労
働

大
臣
賞
」
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
マ
イ
ナ
ー

的
な
水
墨
画
を
選
ん
で
い
た
だ
き
審
査
の
先
生
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ふ
り
返
れ
ば
中
学
生
の
と
き
、
美
術
の
先
生
の
写
生
の
風
景
画
が
好

き
で
し
た
。
私
も
風
景
画
を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
校
内
や
市
の

写
生
大
会
が
有
れ
ば
出
品
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
描
く
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

定
年
後
の
時
間
の
過
し
方
を
考
え
て
い
た
六
十
四
歳
の
時
（
七
十
歳

ま
で
勤
務
）
北
國
新
聞
で
北
國
新
聞
社
の
水
墨
画
教
室
夜
の
部
が
有
る

の
を
知
り
入
会
し
ま
し
た
。
先
生
は
沢
野
井
幸
石
様
で
幸
墨
会
の
主
宰

の
方
で
し
た
。
又
同
時
に
幸
墨
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

初
め
て
水
墨
画
を
描
く
の
で
、
先
生
に
筆
の
持
ち
方
、
描
き
方
、
筆

の
穂
先
へ
の
墨
の
含
ま
せ
方
、
又
水
墨
画
に
使
用
す
る
筆
も
多
く
有
り

描
き
場
所
に
よ
り
適
し
た
筆
の
選
び
方
を
習
い
現
在
に
至
り
ま
す
。

私
は
水
墨
画
を
描
く
に
は
、
和
紙
の
白
さ
と
墨
の
濃
淡
を
最
大
に
生

か
せ
る
の
は
、
雪
景
色
が
良
い
と
思
い
多
く
描
い
て
い
ま
す
。

又
残
念
な
の
は
、
春
の
桜
、
秋
の
紅
葉
が
墨
で
描
く
こ
と
が
出
来
な

い
こ
と
で
す
。

伊

藤

貴

奛

（
日
本
画
）

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
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又
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こ
の
度
第
七
十
三
回
石
川
県
勤
労
者
美
術
展
に
於
い
て
「
厚
生
労
働

大
臣
賞
」
を
い
た
だ
き
誠
に
感
慨
無
量
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

ふ
り
返
り
ま
す
と
、
私
の
唯
一
の
理
解
者
で
あ
り
尊
敬
す
る
兄
が
、

よ
く
口
に
し
て
い
た
言
葉
が
“
自
分
は
画
家
に
な
り
た
か
っ
た
”
と

…
、
数
年
前
に
癌
で
他
界
し
た
兄
を
想
う
た
び
に
、
そ
の
言
葉
が
私
の

脳
裏
に
浮
か
び
兄
が
好
き
だ
っ
た
絵
を
描
い
て
み
よ
う
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
水
彩
画
を
描
き
始
め
て
五
年
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

写
真
で
風
景
を
見
て
描
く
時
は
、
自
分
を
そ
の
場
所
に
身
を
置
い
て

何
を
感
じ
る
の
か
感
じ
た
ま
ま
を
…
、
ま
た
旅
行
先
で
の
風
景
を
描
く

時
は
、
人
々
は
こ
こ
で
ど
ん
な
生
活
を
し
て
ど
ん
な
思
い
で
生
き
て
い

る
の
か
…
、
私
が
こ
こ
で
生
き
て
い
く
と
ど
ん
な
楽
し
い
人
生
が
あ
る

か
な
ど
と
、そ
の
風
景
の
中
で
心
に
感
じ
た
ま
ま
を
描
い
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
技
術
的
に
も
浅
く
未
熟
で
す
。
そ
れ
で
も
今
回
は
無
謀
だ
と

思
い
つ
つ
三
十
号
と
い
う
大
き
な
絵
に
ト
ラ
イ
し
て
み
た
く
な
り
、
描

き
始
め
た
の
で
す
が
、
途
中
で
断
念
し
か
け
た
と
こ
ろ
周
り
の
方
々
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
励
ま
し
の
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
最

後
ま
で
描
き
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
皆
様
に
は
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

日
常
生
活
に
追
わ
れ
中
々
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
が
、
絵
を
描
い
て
い
る

そ
の
静
寂
の
中
で
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
探
し
を
し
て
い
る
時

が
と
て
も
楽
し
く
も
っ
と
こ
う
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
石
川
県
勤
労
者
文
化
協
会
の
皆
様
、
関
係
者
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

畠

中

愛

実

（
洋

画
）

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
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第
七
十
三
回
石
川
県
勤
労
者
美
術
展
に
お
い
て「
厚
生
労
働
大
臣
賞
」

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
文
化
の
盛
ん
な
土
地

に
育
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
頃
、
担
任
の
先
生
に
毎
日
、
放
課
後
お
習
字
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
「
聖
火
」
を
何
度
も
書
き
、

賞
を
も
ら
っ
て
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。「
子
供
ら
や

墨
の
手
あ
ら

ふ
梅
の
花
」（
室
生
犀
星
）
足
洗
い
場
で
、
筆
を
洗
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。

十
年
余
り
前
、
勤
労
者
プ
ラ
ザ
で
、
角
先
生
に
、
筆
の
持
ち
方
、
作
品

の
作
り
方
、
構
成
の
大
切
さ
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
週
毎
週
、
教
室
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
見
る
事
が
目
を
肥
や
す
こ
と

だ
と
教
え
て
も
ら
い
、
仲
間
の
い
る
こ
と
の
大
切
さ
、
一
人
で
は
出
来

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
又
、
氷
田
先
生
の
提
唱
さ
れ
て
い
た
漢
字
仮
名

交
じ
り
の
書
に
出
会
い
、
言
葉
を
味
わ
い
、
日
本
語
の
奥
深
さ
を
感
じ
、

仮
名
漢
字
の
調
和
の
美
し
さ
、
筆
を
持
つ
と
楽
し
く
て
ど
ん
ど
ん
書
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
受
賞
し
た
詩
は
、
主
人
が
手
術
に
挑
も
う
と
し

て
い
た
時
、
三
好
達
治

故
郷
の
花
の
「
鳶
啼
く
」
が
、
目
に
留
ま
り
ま

し
た
。
何
度
も
書
い
て
い
く
う
ち
に
力
が
抜
け
て
自
然
体
で
書
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

書
道
は
私
を
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
病
気
で
手
足
が
動
か
な
く
な
っ

た
時
、
リ
ハ
ビ
リ
に
書
道
を
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
と
言
わ
れ
、
書
い

て
い
く
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
回
復
し
て
い
き
ま
し
た
。
落
ち
込
ん
で
い
た

私
に
角
先
生
の
一
言
「
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
い
っ
た
ら
」
そ
の
言
葉
が
私

の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

「
艱
難
辛
苦
汝
を
玉
に
す
」
を
座
右
の
銘
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
石
川
県
勤
労
者
美
術
展
を
開
催
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
々
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寺

西

香

月

（
書

道
）

言
葉
の
大
切
さ
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こ
の
度
は
第
七
十
三
回
石
川
県
勤
労
者
美
術
展
に
お
い
て
、
厚
生
労

働
大
臣
賞
を
授
か
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
賞
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
と
き
は
、
一
瞬
固
ま
り
何
度
も
読
み
返
し

ま
し
た
。

初
め
て
の
一
番
に
ま
さ
か
の
思
い
で
し
た
が
、
嬉
し
さ
で
顔
が
微
笑

ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
写
真
は
前
職
が
フ
ジ
カ
ラ
ー
で
、
も
っ
ぱ
ら
お
客
様
が
撮
っ
た

写
真
を
プ
リ
ン
ト
す
る
ば
か
り
で
、
自
身
が
撮
っ
た
の
は
子
供
が
生
ま

れ
て
し
ば
ら
く
と
旅
行
に
行
っ
た
と
き
ぐ
ら
い
の
も
の
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
も
十
分
楽
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
客
様
の
良
い
写
真
を

見
る
と
自
分
も
そ
ん
な
作
品
を
撮
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

天
気
の
良
い
日
、
霜
が
降
り
た
日
な
ど
、
内
勤
を
し
な
が
ら
絶
好
の

写
真
日
和
に
羨
ま
し
く
思
う
日
も
多
々
有
り
ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
定
年
退
職
し
日
頃
も
撮
影
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

今
ま
で
気
に
も
し
な
か
っ
た
道
端
の
草
花
に
目
が
行
き
、
季
節
の
移
り

変
わ
り
を
敏
感
に
感
じ
、
四
季
を
楽
し
め
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
仲
間
と
一
緒
に

撮
影
に
行
っ
た
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
を
喜
び
あ
っ
た
り
と
、
写
真
は

ほ
ん
と
に
素
敵
な
趣
味
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

受
賞
の
作
品
は
い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
に
鳥
が
沢
山
い
る
の
を
見

て
、
早
朝
に
出
か
け
て
撮
っ
た
も
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
太
陽
が
昇
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
鳥
を
配
置
で
き
ま
し
た
。

良
い
写
真
を
撮
る
に
は
、
第
一
に
ね
ば
り
、
そ
れ
に
加
え
て
偶
然
の

力
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
は
そ
れ
を
出
会
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
期
一
会
の
素
敵
な
出
会
い
に
巡
り
合
い
、
そ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
を
逃
さ
ず
カ
メ
ラ
に
納
め
ら
れ
た
ら
最
高
の
幸
せ
で
す
ね
。

そ
し
て
そ
ん
な
写
真
が
撮
れ
た
な
ら
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
で
す
。

出
し
た
だ
け
で
、
も
し
か
し
た
ら
入
賞
出
来
る
か
も
と
ワ
ク
ワ
ク
す

る
こ
と
、
ま
た
ど
ん
な
作
品
が
入
賞
し
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
、

勉
強
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

た
い
が
い
は
空
振
り
で
も
、
ま
た
良
い
賞
を
取
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か

ら
も
写
真
撮
影
に
勤
し
み
、
ま
た
楽
し
み
な
が
ら
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
審
査
員
の
先
生
方
、
ま
た
お
世
話
頂
い
た
方
に
心
か
ら
感
謝

致
し
ま
す
。

寺

田

学

（
写

真
）

出
会
い
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今
、
能
登
半
島
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
な
が
ら
筆
を
走
ら
せ
て
い

ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
を
思
う
と
胸
が
痛
み
心
苦
し
く
思
う
よ
う
に
文
章

が
進
み
ま
せ
ん
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
ご
冥
福
と
共
に
被
災
さ
れ
た
方

に
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
名
誉
あ
る
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
頂
き
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

目
標
に
し
て
い
た
と
は
言
え
「
や
っ
た
ー
」
と
つ
い
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

思
え
ば
父
の
認
知
症
と
向
き
合
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
何

か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
立
ち
、
校
舎
管
理
員
の
仕
事
と
、
そ
の
頃
本
屋

で
、
宮
大
工
の
本
と
五
重
塔
の
断
面
図
を
見
つ
け
、「
こ
れ
作
れ
な
い
か

な
」
と
始
め
た
建
築
模
型
作
り
で
し
た
。「
図
解

寺
社
建
築
」
と
い
う

本
を
何
度
も
読
み
返
し
、
材
料
を
用
意
、
基
礎
か
ら
、
最
初
は
う
ま
く

い
か
ず
何
度
も
失
敗
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
職
場
の
方
々
、
隣
近
所
、
妻
に
後
押
し
さ
れ
、
す
ば
ら
し

い
趣
味
じ
ゃ
な
い
是
非
続
け
て
と
言
わ
れ
、
今
で
は
一
年
に
一
個
ほ
ど

の
神
社
仏
閣
の
模
型
を
作
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

心
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
曲
げ
る
事
、

組
む
事
、
一
つ
一
つ
が
楽
し
く
な
っ
て
く
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

ま
っ
た
く
の
自
己
流
な
の
で
自
信
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
う
し
て
皆

さ
ん
に
見
て
も
ら
え
る
の
が
、
な
に
よ
り
の
楽
し
み
と
成
っ
て
来
ま
し

た
。正

確
に
そ
し
て
私
ら
し
く
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
は
、す
ば
ら
し
い
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
益
々
の
発
展
を
祈
り
、
受
賞
の
よ
ろ
こ
び
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

加

治

隆

俊

（
工

芸
）

な
に
よ
り
の
楽
し
み
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ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
益
々
の
発
展
を
祈
り
、
受
賞
の
よ
ろ
こ
び
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

加

治

隆

俊

（
工

芸
）

な
に
よ
り
の
楽
し
み



－ 16 －－17－

第55回 石川県勤労者写真サロン展

主 催 石川県勤労者文化協会
共 催 輪島市・白山市
後 援 金沢市・七尾市・小松市・加賀市・能美市

第９４回メーデー実行委員会・石川県労働者福祉協議会・北國新聞社
会 期 ２０２３年６月１５日(木)～８月６日(日）
会 場 しいのき迎賓館

表 彰 題 名 氏 名 自治体名

勤 文 協 会 長 賞 水にゆらぐ蓮の花 髙屋 利行 金沢市

金 沢 市 長 賞 そんなに急いでどこへ行く 上田 祥吾 野々市市

七 尾 市 長 賞 早春の調べ 舟野 喜代子 金沢市

小 松 市 長 賞 雨上がり 髙垣 弘一 金沢市

輪 島 市 長 賞 水しぶきの贈りもの 室田 利洋 金沢市

加 賀 市 長 賞 黄昏の岩群 東田 利夫 加賀市

能 美 市 長 賞 萌えたつ 高村 久代 金沢市

白 山 市 長 賞 仲良しのルーティン 武藤 章 金沢市

北 國 新 聞 社 長 賞 美味 橋本 良信 金沢市

佳 作 楽しいな桜並木でポーズ 松下 健児 白山市

佳 作 一日の始まり 山元 時子 七尾市

佳 作 跳び跳ねるシジュウカラ 中澤 直也 金沢市

招 待 奨 励 賞 雨上がり 大山 善治 七尾市

総出品数：３０点

－ 16 －－17－

第52回 石川県勤労者絵画・陶芸展

主 催 石川県勤労者文化協会
後 援 石川県労働者福祉協議会・北國新聞社
会 期 ２０２３年９月７日(木)～１０日(日)
会 場 しいのき迎賓館

表 彰 部 門 題 名 氏 名 自治体名

労福協理事長賞 日本画 リクヴィル 高桑 健一 津幡町

〃 洋画 カナディアン・ロッキー 辻 清治 野々市市

北國新聞社長賞 日本画 冬の道 林 和枝 金沢市

〃 洋画 イルカとお話ししましょう‼ 畠中 愛実 内灘町

〃 陶芸 織部の象嵌壺 谷村 正子 金沢市

金 賞 日本画 合掌造り 三原田 辰男 野々市市

〃 洋画 ６月の庭先 鶴貝 桃子 小松市

銀 賞 日本画 雪の里山 有川 明美 金沢市

〃 洋画 大雪の朝 米沢 善雄 志賀町

銅 賞 日本画 冷たいっ！ 村中 道雄 白山市

〃 洋画 葡萄 池田 經子 七尾市

佳 作 日本画 春のはじめ 佐々木 智 金沢市

〃 洋画 老樹 畑 節子 加賀市

〃 洋画 四四南村 倉部 純子 能美市

〃 洋画 狸の歓送迎 猪谷 紫朗 金沢市

奨 励 賞 日本画 ひとり静か 黒田 美智子 内灘町

〃 洋画 インコのペルちゃん 中山 佳子 金沢市

総出品数：６０点
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2023年 色写（写真教室）活動の記録

2023年度 とうこう会（陶芸教室）活動の記録

☆写真教室（色写）
講師 中川宏治 勤文協顧問（審査員）

１．撮影会

２．作品研究会（２０２３年）
３月７日、４月２２日、５月３１日、９月１４日、１１月８日の５回

３．会員数
９名（２０２３年１２月３１日現在） ＊男６名、女３名

実 施 日 撮 影 先 等 人数(色写)

２月１９日 羽咋市 一の宮海岸、志賀町 大島海岸 ８人

４月 ８日 小矢部・稲葉山の桜、宝達志水町方面 ６人

５月１４日 第１９回白山麓自然写真塾に参画 ７人

９月 ３日 津幡町八ノ田の棚田方面 ６人

１０月１７日 加賀立杉峠～県民の森～久谷湖 ６人

☆とうこう会（陶芸教室）
場 所 フレンドパーク石川
講 師 飯田 雪峰 北陶代表 勤文協顧問

北村 鶴代 日展会友 勤文協役員
教 室 年間２４回（月２回）毎月原則として第２･４水曜日
会 員 ３名

＊諸般の事情により本年度をもって活動を中止します。

－ 18 －－19－

二
〇
二
三
年
十
月
三
十
日
、
絶
好
の
秋
晴
れ
の
下
、
総
勢
二
十
七
名

の
撮
影
バ
ス
研
修
旅
行
参
加
者
は
、
こ
の
バ
ス
研
修
と
し
て
は
久
し
ぶ

り
の
福
井
方
面
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
ご
承
知
の
通
り
勤
文
協
の

バ
ス
研
修
旅
行
は
毎
年
ス
ケ
ッ
チ
部
門
と
写
真
撮
影
部
門
を
交
互
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
写
真
の
中
川
顧
問
が
事
前
に
下
見
を
兼
ね

て
、
し
ば
ら
く
訪
れ
て
い
な
い
福
井
方
面
を
目
的
地
に
し
よ
う
と
選
ん

だ
の
が
、
今
回
の
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
で
し
た
。

金
沢
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
北
陸
高
速
に
乗
り
、
尼
御
前
Ｓ
Ａ
で
の
休
憩
を
挟

ん
で
、
福
井
Ｉ
Ｃ
を
下
り
て
最
初
の
撮
影
地
点
は
、
佐
々
木
小
次
郎
が

修
行
場
と
し
、
秘
術
「
燕
返
し
」
を
あ
み
だ
し
た
と
さ
れ
る
一
乗
谷
の

最
深
部
「
一
乗
滝
」
で
す
。
落
差
は
十
二
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
そ
れ
ほ

ど
の
高
さ
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
こ
し

ば
ら
く
の
天
候
の

せ
い
も
あ
る
の
か

水
量
が
豊
富
で
、

参
加
者
は
三
脚
を

立
て
、
あ
る
い
は

岩
場
に
這
い
つ
く

ば
る
よ
う
に
し
て

激
し
い
水
の
流
れ
の
瞬
間
を
と
ら

え
よ
う
と
す
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。次

に
訪
れ
た
の
は
、
一
乗
滝
か

ら
流
れ
下
っ
た
一
乗
谷
川
流
域
に

広
が
る
「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
」

で
し
た
。
実
は
筆
者
自
身
は
当
地

を
訪
れ
る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、

そ
の
名
前
は
知
っ
て
は
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
ほ
ど
規
模
が
大
き
く
、

ま
た
当
時
の
町
並
み
が
現
在
も
復

元
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
含
め

て
、
金
沢
城
公
園
な
ど
と
は
ま
た
違
う
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
る
史

跡
で
し
た
。

私
自
身
は
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
気
に
入
っ
た
被
写
体
を
い
く
つ
か
記

録
す
る
程
度
で
す
が
、
こ
の
研
修
旅
行
の
参
加
者
は
、
私
は
ま
だ
ま
だ

初
心
者
で
、
と
自
己
紹
介
さ
れ
る
方
が
多
い
も
の
の
、
持
ち
込
ん
で
き

た
装
備
類
は
、
や
は
り
他
の
一
般
観
光
客
と
は
一
線
を
画
す
も
の
が
あ

り
ま
す
。

写
真
愛
好
家
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
、
こ
う
し
た
広
大
な
史
跡
群
の

中
で
、
ど
こ
に
焦
点
を
あ
て
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
の
か
、
写
真
と
は

鈴

木

隆

史

（
勤
文
協
事
務
局
長
）

越
前
一
乗
谷
方
面
を
め
ぐ
る
撮
影
バ
ス
研
修
旅
行
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無
縁
の
筆
者
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ

参
加
者
が
ど
こ
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て

い
る
の
か
が
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
一
乗
滝
、
そ
し
て

最
後
に
訪
ね
た
千
古
の
家
「
坪
川
家

住
宅
」
と
は
違
っ
た
、
広
大
さ
故
の

的
の
絞
り
込
み
辛
さ
が
、
こ
う
し
た

遺
跡
群
の
よ
う
な
被
写
体
に
は
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
素
人
な
り

の
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
参
加
者

が
カ
メ
ラ
を
向
け
る
先
を
観
察
し
て
い
る
と
瞬
く
間
に
時
間
は
過
ぎ
、

遺
跡
群
か
ら
ほ
ど
近
い
昼
食
会
場
の
道
の
駅
「
一
乗
谷
あ
さ
く
ら
み
ず

の
駅
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
福
井
と
言
え
ば
、
特
に
深
く
考
え
る
こ

と
も
な
く
定
番
の
ソ
ー
ス
か
つ
丼
と
お
ろ
し
蕎
麦
の
セ
ッ
ト
定
食
を
選

択
し
た
の
で
す
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
二
十
代
の
若
者
グ
ル
ー
プ
な
ら

と
も
か
く
、
我
々
の
年
代
に
は
ち
ょ
っ
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
す
ぎ
た

と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
す
。
事
実
、
ソ
ー
ス
か
つ
丼
持
ち
帰
り
用

の
容
器
を
要
望
さ
れ
る
方
が
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
今

後
の
反
省
材
料
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

道
の
駅
で
お
土
産
の
調
達
も
済
ま
せ
た
一
行
は
、
最
後
の
目
的
地
で

あ
る
坂
井
市
丸
岡
の
千
古
の
家
「
坪
川
家
住
宅
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

こ
こ
も
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
訪
問
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
二
年
前

の
晩
秋
の
五
箇
山
合
掌
集
落
撮
影
研
修
も
含
め
て
、
茅
葺
屋
根
の
古
民

家
自
体
は
目
に
す
る
機
会
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
千
古
の
家
は
合
掌
集
落
の
よ
う
に
決
し
て
大
き
な
家
で
は
な
い
も

の
の
、
入
母
屋
風
の
異
様
に
重
厚
な
屋
根
の
た
た
ず
ま
い
が
特
徴
的
で

あ
り
、
建
物
の
中
に
入
る
と
囲
炉
裏
か
ら
立
ち
上
る
炎
と
煙
が
決
し
て

広
く
は
な
い
建
物
内
を
満
た
し
、
否
応
な
く
こ
の
建
物
の
歴
史
を
物

語
っ
て
く
れ
ま
す
。
参
加
者
も
数
百
年
の
煙
に
燻
さ
れ
た
硬
く
て
真
っ

黒
な
栗
の
木
の
柱
や
梁
、
そ
し
て
天
井
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
ら
れ

た
床
を
眺
め
な
が
ら
、
窓
か
ら
差
し
込
む
西
日
に
照
ら
さ
れ
た
屋
内
の

様
子
を
と
ら
え
る
べ
く
し
き
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

お
よ
そ
現
代
風
の
快
適
さ
と
は
程
遠
い
、
し
か
し
圧
倒
的
な
存
在
感

と
、
原
初
的
な
感
覚
を
否
応
な
く
呼
び
覚
ま
す
こ
の
建
物
に
は
正
に
魂

が
宿
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
古
木
老
木
に
も
似
た
生
き
物
の
息
遣
い

が
感
じ
ら
れ
た
の
は
筆
者
一
人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
参

加
者
が
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
も
、
単
な
る
古
民
家
の
風
情
だ
け

で
は
な
く
、
こ
の
建
物
の
歴
史
、

醸
し
出
さ
れ
る
情
念
の
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
な
が
ら

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

つ
る
べ
落
と
し
の
夕
陽
に
急
か

さ
れ
る
よ
う
に
し
て
、
す
ぐ
近
所

に
有
名
な
油
揚
げ
が
あ
る
よ
と
の

参
加
者
の
一
言
で
急
き
ょ
油
揚
げ

屋
に
立
ち
寄
り
、
一
斉
に
買
い
求

め
た
後
は
一
路
金
沢
を
目
ざ
し
て

無
事
に
今
年
度
の
撮
影
バ
ス
研
修

は
終
わ
り
ま
し
た
。
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か
ら
く
り
人
形

か
ら
く
り
人
形

茶
運
び
さ
ん

体
は
木
製

も
く
せ
い

ぜ
ん
ま
い
じ
か
け

ど
な
た
が
作
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た

大お
お

野の

弁
吉
べ
ん
き
ち

先
生

で
す
か

茶
運
び
人
形

か
ら
く
り
さ
ん

肩
衣

か
た
ぎ
ぬ

袴は
か
ま

に

ち
ょ
ん
ま
げ
姿

ど
な
た
に
お
茶
を

さ
し
あ
げ
ま
す
か

小
さ
な
お
盆ぼ

ん

に

お
茶
碗
の
せ
て

詩

く
ら
た
こ
こ
の
み

挿
絵

中

山

絵

理

詩

四

題
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花
の
薫か
お

り

花
が
咲
い
て
る
よ

近
く
に
咲
い
て
る
よ

見
え
な
く
て
も
咲
い
て
る
よ

き
ん
も
く
せ
い
の
花

ど
こ
か
に
咲
い
て
る
よ

花
が
薫
る
か
ら

や
さ
し
く
薫
る
か
ら

朝
の
風
に
薫
る
か
ら

張は

り
子こ

の
虎と

ら

も
ほ
ら

し
ず
か
に
う
な
ず
く
よ

こ
の
ぼ
う
し

こ
の
ぼ
う
し

に
あ
う
か
な

猫
に
き
い
た
ら

に
ぁ
う

に
ぁ
う

ほ
ん
と
う
に

に
あ
う
か
な

犬
に
き
い
た
ら

に
ゃ
わ
ん

に
ゃ
わ
ん

に
あ
う

に
あ
わ
ん

ど
っ
ち
か
な

か
ら
す
に
き
い
た
ら

か
ぁ
こ
い
い

か
ぁ
こ
い
い

す
ず
め
に
き
い
た
ら

ち
っ
ち
っ
ち
っ
と
も

ち
っ
ち
っ
ち
っ
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お
は
よ
う
の

う
た

お
は
よ
う
お
は
よ
う

お

は

よ

学
校
へ
ゆ
く
道
々

み
ち
み
ち

で

出
会
っ
た
ど
う
し
が

お

は

よ

朝
の
光
は
美
し
い

朝
の
心
に
か
が
や
か
せ

お

は

よ

こ
れ
を
言
っ
た
ら
気
が
晴
れ
る

げ
ん
こ
つ
タ
ッ
チ
も
い
い
感
じ

お
は
よ
う
お
は
よ
う

お

は

よ

公
園
の
か
ど
並
木
道

ば
っ
た
り
出
会
っ
て

お

は

よ

朝
の
空
気
は
新
し
い

朝
の
体
に
す
い
こ
ん
で

お

は

よ

こ
れ
を
言
っ
た
ら
気
が
和な

ご

む

笑
顔
が
ふ
え
て
く
転
校
生
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今
日
は
孫
の
幼
稚
園
の
運
動
会

ジ
ジ
バ
バ
揃
っ
て
朝
か
ら
応
援

園
庭
に
は
パ
パ
マ
マ

大
勢
の
園
児
た
ち

張
り
切
る
孫
は
「
が
ん
ば
れ
」
の
声
に

か
け
っ
こ
の
外
枠
か
ら
ゆ
っ
た
り
と
手
を
振
る

そ
の
せ
い
か
ビ
リ
で
の
ゴ
ー
ル
イ
ン

ど
う
で
あ
れ

孫
は
可
愛
い

孫
の
俳
句
や
詩
は
甘
っ
た
る
く
て

ご
法
度
と
言
わ
れ
る

こ
ち
ら
は

プ
ロ
で
も
無
い
の
で

可
愛
さ
１
０
０
倍

ど
ん
ど
ん
作
る

駄
句
や
駄
詩
ば
か
り

う
ず
高
く

天
ま
で
届
け
と
ば
か
り
作
る

背
中
の
奥
深
く

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で

何
か
が
貼
り
つ
き

痒
い

百
均
で
孫
の
手
を
買
う

干
か
ら
び
た
手
を
そ
ろ
り
と
入
れ

も
ど
か
し
さ
に
イ
ラ
つ
き
な
が
ら

へ
ば
り
つ
い
た
〝
こ
と
ば
〟
を
剥
が
す

消
費
さ
れ
た
孫
と
い
う
こ
と
ば
が

恥
ず
か
し
く
て

逃
げ
出
し
迷
い
込
み

べ
た
べ
た
と
貼
り
つ
い
た
ら
し
い

幼
い
子
の
俳
句
を
詠
む
に
長
け
た

一
茶
の
句
を
思
い
浮
か
べ
る

〝
雪
と
け
て
村
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
か
な
〟

名
句
が

諦
め
る
こ
と
な
か
れ
と

優
し
く
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
る

中

野

徹

詩

孫
の
手
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雪
は
一
夜
に
し
て
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
も
降
り
積
も
っ
た
。
車
が
一
台

通
れ
る
ほ
ど
の
狭
い
道
路
を
は
さ
ん
で
三
十
軒
ほ
ど
の
民
家
が
廂
を
並

べ
て
い
る
。

ど
の
家
の
瓦
屋
根
に
も
綿
帽
子
を
被
っ
た
よ
う
に
ふ
ん
わ
り
積
も
っ

て
い
る
。
幸さ
ち

江え

は
窓
か
ら
雪
を
珍
し
い
も
の
を
眺
め
る
よ
う
に
し
て
い

た
。
が
、
玄
関
の
引
き
戸
を
思
い
き
り
開
け
る
と
、
雪
は
風
を
伴
っ
て
吹

き
込
ん
だ
の
で
慌
て
て
赤
い
綿
入
れ
半
て
ん
の
襟
元
を
掛
け
合
わ
せ
た
。

あ
あ
、
面
倒
な
こ
と
は
何
も
か
も
雪
の
中
に
埋
も
れ
て
消
え
て
欲
し

い
。
幸
江
は
見
慣
れ
た
町
が
純
白
な
世
界
に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
飽

か
ず
眺
め
て
い
た
。

そ
の
と
き
、

「
寒
い
場
所
に
い
つ
ま
で
立
っ
て
い
る
ん
だ
い
」

母
の
甲
高
い
声
が
し
た
。

「
雪
を
じ
っ
と
見
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
引
き
込
ま
れ
元
気
が
出
て
く
る

気
が
す
る
の
」

「
お
か
し
な
子
だ
ね
。
そ
う
い
え
ば
、
幸
江
が
生
ま
れ
た
日
も
、
今
日

の
よ
う
に
雪
嵐
だ
っ
た
よ
」

「
そ
う
だ
っ
た
の
ね
。
雪
の
降
る
日
の
…
…
」

「
幸
江
は
色
の
白
い
子
で
ね
。
亡
く
な
っ
た
父
さ
ん
そ
っ
く
り
だ
っ

た
。
生
ま
れ
変
わ
り
と
思
っ
た
よ
」

幸
江
は
雪
を
眺
め
な
が
ら
母
の
話
を
聞
い
て
い
た
。「
父
さ
ん
の
顔

は
写
真
で
見
た
だ
け
で
、
色
が
白
か
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
今
ま
で
色

が
白
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
け
ど
…
…
」

そ
う
言
い
な
が
ら
居
間
に
来
た
。
六
畳
ほ
ど
の
和
室
の
角
の
壁
に
テ

レ
ビ
が
あ
る
。
正
面
の
柱
に
は
旅
先
で
買
い
求
め
た
布
製
の
状
差
が
あ

り
、
封
書
や
ハ
ガ
キ
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。
部
屋
の
真
ん
中
に
正
方
形

の
炬
燵
が
あ
る
。
左
天
井
に
小
さ
な
神
棚
が
あ
り
そ
の
真
下
に
置
い
て

あ
る
台
の
上
に
黒
い
固
定
電
話
が
あ
る
。
そ
の
横
に
反
射
型
石
油
ス

ト
ー
ブ
が
部
屋
を
温
め
て
い
た
。

「
幸
江
は
今
年
、
三
十
歳
に
な
る
ん
だ
ね
。
今
年
こ
そ
は
良
縁
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
と
、
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
よ
」

「
よ
け
い
な
心
配
は
し
な
く
て
い
い
」

「
こ
の
と
こ
ろ
、
日
曜
日
に
な
っ
て
も
家
に
い
る
こ
と
が
多
い
け
ど
、

一
郎
さ
ん
と
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
い
」

「
・
・
・
」

幸
江
は
今
年
も
母
と
二
人
だ
け
の
正
月
を
過
ご
し
て
い
た
。
市
内
の

図
書
館
で
仕
事
を
し
て
い
る
幸
江
は
一
月
五
日
ま
で
休
み
だ
っ
た
。

「
幸
江
は
切
り
餅
を
い
く
つ
食
べ
る
の
か
ね
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
年
の

数
だ
け
食
べ
て
い
た
よ
」

「
一
つ
だ
け
…
…
」

「
た
っ
た
一
つ
だ
な
ん
て
元
気
が
で
な
い
じ
ゃ
な
い
か
い
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
台
所
で
準
備
し
て
い
る
母
は
父
の
亡
き
後
、
調

松

井

定

子

（
金
沢
市
）

小
説

雨
宝
院
詣
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理
師
と
し
て
小
学
校
の
給
食
を
作
っ
て
働
い
て
い
る
。

幸
江
は
母
に
早
く
花
嫁
姿
を
見
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

こ
の
ま
ま
一
人
の
ほ
う
が
気
楽
で
い
い
と
思
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

幸
江
は
子
ど
も
の
こ
ろ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
結
婚
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
。

面
長
で
目
が
細
く
、
髭
を
生
や
し
て
微
笑
ん
で
い
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
幸
江
の
父
親
に
見
え
た
の
だ
。

今
、
交
際
し
て
い
る
一
郎
は
川
柳
の
会
の
会
員
で
幸
江
も
同
じ
川
柳

の
会
に
入
っ
て
い
る
。

一
郎
が
川
柳
の
会
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
金
沢
に
住
ん
で
い
た
こ

ろ
か
ら
の
親
友
で
五
、
六
歳
ほ
ど
年
上
の
人
だ
っ
た
。
そ
の
人
も
川
柳

の
会
員
で
、
月
一
回
の
例
会
に
神
奈
川
県
か
ら
訪
れ
る
一
郎
を
誰
よ
り

も
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
例
会
は
幸
江
の
仕
事
を
し
て
い
る
図
書
館
の

一
室
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
郎
よ
り
先
に
幸
江
は
会
員

に
な
っ
て
い
た
。
一
郎
と
初
め
は
挨
拶
す
る
だ
け
で
話
を
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
一
郎
か
ら
川
柳
の
話
が
し
た
い
か
ら
と
、
い

き
な
り
誘
わ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
何
回
会
っ
た
だ
ろ
う
か
。

一
郎
を
好
き
で
も
嫌
い
で
も
な
か
っ
た
が
誘
わ
れ
る
た
び
に
話
を
し

た
。幸

江
と
年
齢
が
一
回
り
離
れ
て
い
る
一
郎
は
背
が
高
く
て
体
も
が
っ

し
り
と
し
て
い
る
。
黒
縁
の
丸
眼
鏡
を
か
け
、
口
髭
を
生
や
し
て
い
る

の
で
近
よ
り
が
た
く
見
え
る
。
だ
が
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
言
っ
て
幸

江
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
一
人
で
い
る
よ
り
も

一
郎
と
話
を
す
る
こ
と
が
嫌
で
は
な
か
っ
た
。
一
郎
の
話
に
よ
る
と
、

子
ど
も
の
こ
ろ
、
家
族
で
金
沢
に
住
ん
で
い
た
ら
し
い
。
父
親
が
早
く

亡
く
な
り
、
母
親
は
再
婚
を
し
た
。
し
か
し
、
一
郎
は
新
し
い
父
親
と

気
が
合
わ
ず
争
い
ば
か
り
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
中
学
卒
業
後
、
神

奈
川
県
の
土
建
会
社
で
働
い
て
い
る
と
い
う
。

幸
江
と
会
う
と
き
に
は
、
犀
川
の
川
辺
の
柳
の
木
の
前
の
木
造
の
古

め
か
し
い
喫
茶
店
だ
っ
た
。

幸
江
と
向
か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
る
一
郎
は
眼
鏡
越
し
か
ら
、

「
幸
江
さ
ん
の
こ
と
を
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
な
た
が

川
柳
の
仲
間
が
お
も
し
ろ
い
話
を
し
た
と
き
、
に
っ
こ
り
と
笑
っ
た
顔

が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
」

と
、
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
で
言
っ
た
。

「
そ
ん
な
こ
と
は
忘
れ
て
い
ま
し
た
」

幸
江
は
、
は
に
か
む
よ
う
に
言
っ
た
。

「
幸
江
さ
ん
と
い
る
だ
け
で
不
思
議
な
力
を
感
じ
る
の
で
す
」

「
神
が
か
り
的
な
こ
と
は
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

幸
江
は
一
郎
の
言
葉
に
一
瞬
、
び
っ
く
り
し
た
。

な
ぜ
、
一
郎
が
そ
う
感
じ
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
「
不
思

議
な
力
を
感
じ
る
」
と
言
わ
れ
て
内
心
嬉
し
か
っ
た
。

喫
茶
店
を
出
て
か
ら
一
郎
と
犀
川
の
河
川
敷
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
。

初
秋
の
こ
ろ
で
川
面
か
ら
吹
く
風
は
心
地
良
か
っ
た
。

「
か
な
り
前
に
な
り
ま
す
が
、
付
き
合
っ
て
い
た
女
性
と
旅
を
し
た
こ

と
が
あ
っ
て
ね
。
川
辺
の
小
さ
な
宿
に
泊
ま
っ
た
の
で
す
。
夜
、
川
風

に
吹
か
れ
な
が
ら
歩
い
た
の
で
す
。

ふ
と
、
川
面
を
見
た
ら
、
女
性
の
顔
が
、
川
に
映
る
ネ
オ
ン
の
光
に
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理
師
と
し
て
小
学
校
の
給
食
を
作
っ
て
働
い
て
い
る
。

幸
江
は
母
に
早
く
花
嫁
姿
を
見
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

こ
の
ま
ま
一
人
の
ほ
う
が
気
楽
で
い
い
と
思
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

幸
江
は
子
ど
も
の
こ
ろ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
結
婚
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
。

面
長
で
目
が
細
く
、
髭
を
生
や
し
て
微
笑
ん
で
い
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
幸
江
の
父
親
に
見
え
た
の
だ
。

今
、
交
際
し
て
い
る
一
郎
は
川
柳
の
会
の
会
員
で
幸
江
も
同
じ
川
柳

の
会
に
入
っ
て
い
る
。

一
郎
が
川
柳
の
会
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
金
沢
に
住
ん
で
い
た
こ

ろ
か
ら
の
親
友
で
五
、
六
歳
ほ
ど
年
上
の
人
だ
っ
た
。
そ
の
人
も
川
柳

の
会
員
で
、
月
一
回
の
例
会
に
神
奈
川
県
か
ら
訪
れ
る
一
郎
を
誰
よ
り

も
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
例
会
は
幸
江
の
仕
事
を
し
て
い
る
図
書
館
の

一
室
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
郎
よ
り
先
に
幸
江
は
会
員

に
な
っ
て
い
た
。
一
郎
と
初
め
は
挨
拶
す
る
だ
け
で
話
を
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
一
郎
か
ら
川
柳
の
話
が
し
た
い
か
ら
と
、
い

き
な
り
誘
わ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
何
回
会
っ
た
だ
ろ
う
か
。

一
郎
を
好
き
で
も
嫌
い
で
も
な
か
っ
た
が
誘
わ
れ
る
た
び
に
話
を
し

た
。幸

江
と
年
齢
が
一
回
り
離
れ
て
い
る
一
郎
は
背
が
高
く
て
体
も
が
っ

し
り
と
し
て
い
る
。
黒
縁
の
丸
眼
鏡
を
か
け
、
口
髭
を
生
や
し
て
い
る

の
で
近
よ
り
が
た
く
見
え
る
。
だ
が
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
言
っ
て
幸

江
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
一
人
で
い
る
よ
り
も

一
郎
と
話
を
す
る
こ
と
が
嫌
で
は
な
か
っ
た
。
一
郎
の
話
に
よ
る
と
、

子
ど
も
の
こ
ろ
、
家
族
で
金
沢
に
住
ん
で
い
た
ら
し
い
。
父
親
が
早
く

亡
く
な
り
、
母
親
は
再
婚
を
し
た
。
し
か
し
、
一
郎
は
新
し
い
父
親
と

気
が
合
わ
ず
争
い
ば
か
り
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
中
学
卒
業
後
、
神

奈
川
県
の
土
建
会
社
で
働
い
て
い
る
と
い
う
。

幸
江
と
会
う
と
き
に
は
、
犀
川
の
川
辺
の
柳
の
木
の
前
の
木
造
の
古

め
か
し
い
喫
茶
店
だ
っ
た
。

幸
江
と
向
か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
る
一
郎
は
眼
鏡
越
し
か
ら
、

「
幸
江
さ
ん
の
こ
と
を
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
な
た
が

川
柳
の
仲
間
が
お
も
し
ろ
い
話
を
し
た
と
き
、
に
っ
こ
り
と
笑
っ
た
顔

が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
」

と
、
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
で
言
っ
た
。

「
そ
ん
な
こ
と
は
忘
れ
て
い
ま
し
た
」

幸
江
は
、
は
に
か
む
よ
う
に
言
っ
た
。

「
幸
江
さ
ん
と
い
る
だ
け
で
不
思
議
な
力
を
感
じ
る
の
で
す
」

「
神
が
か
り
的
な
こ
と
は
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

幸
江
は
一
郎
の
言
葉
に
一
瞬
、
び
っ
く
り
し
た
。

な
ぜ
、
一
郎
が
そ
う
感
じ
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
「
不
思

議
な
力
を
感
じ
る
」
と
言
わ
れ
て
内
心
嬉
し
か
っ
た
。

喫
茶
店
を
出
て
か
ら
一
郎
と
犀
川
の
河
川
敷
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
。

初
秋
の
こ
ろ
で
川
面
か
ら
吹
く
風
は
心
地
良
か
っ
た
。

「
か
な
り
前
に
な
り
ま
す
が
、
付
き
合
っ
て
い
た
女
性
と
旅
を
し
た
こ

と
が
あ
っ
て
ね
。
川
辺
の
小
さ
な
宿
に
泊
ま
っ
た
の
で
す
。
夜
、
川
風

に
吹
か
れ
な
が
ら
歩
い
た
の
で
す
。

ふ
と
、
川
面
を
見
た
ら
、
女
性
の
顔
が
、
川
に
映
る
ネ
オ
ン
の
光
に
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映
っ
た
の
で
す
。
そ
の
光
景
に
ぞ
っ
と
し
た
の
で
す
。
別
人
の
よ
う
に

豹
変
し
た
か
ら
で
す
」

一
郎
は
絞
り
出
す
よ
う
に
言
っ
た
。

川
面
か
ら
吹
く
風
に
幸
江
の
肩
ま
で
の
髪
が
揺
ら
い
で
い
た
。

「
そ
の
女
性
は
そ
の
あ
と
、
お
れ
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
理
由

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
れ
は
い
つ
も
女
性
の
ほ
う
か
ら
身
を
ひ
く
よ
う

に
い
な
く
な
る
の
で
す
」

一
郎
の
話
に
ど
う
返
事
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
頷
く
だ
け

だ
っ
た
。

「
幸
江
さ
ん
は
口
数
が
少
な
い
で
す
ね
。
お
れ
ば
か
り
、
し
ゃ
べ
り
続

け
て
い
る
よ
う
で
…
…
」

「
お
話
を
聞
い
て
い
る
ほ
う
が
好
き
な
の
で
す
」

「
幸
江
さ
ん
も
話
を
し
て
く
だ
さ
い
」

一
郎
は
立
ち
止
ま
る
と
幸
江
の
方
を
向
い
て
微
笑
み
な
が
ら
言
っ
た
。

幸
江
は
一
郎
の
言
葉
に
心
が
揺
ら
い
だ
。

「
川
風
に
吹
か
れ
て
い
ま
す
と
話
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
夏
の
川
の
泥

臭
い
匂
い
が
な
ん
と
も
い
え
な
い
ほ
ど
…
…
。
風
が
ピ
タ
ッ
と
止
む
と

き
願
い
を
託
し
た
く
な
る
の
で
す
。

『
か
ぜ
に
な
り
た
や

は
つ
な
つ
の
か
ぜ
に
な
り
た
や
…
…
』
と
、
好

き
な
版
画
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。

「
そ
れ
で
、
風
に
何
を
託
す
の
で
す
か
」

「
一
郎
さ
ん
は
話
を
さ
せ
る
の
が
上
手
で
す
ね
」

「
お
れ
は
幸
江
さ
ん
の
こ
と
が
知
り
た
い
の
で
す
」

そ
の
言
葉
に
幸
江
は
立
ち
止
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
川
風
が
一
瞬
強
く

吹
き
つ
け
る
と
髪
が
乱
れ
た
。

「
人
様
に
お
話
し
で
き
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
た
わ
い
な

い
こ
と
で
す
。
子
ど
も
じ
み
た
内
容
で
笑
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

…
…
。

父
は
、
私
が
生
ま
れ
る
前
に
病
気
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
子
ど

も
の
こ
ろ
、
川
に
落
ち
た
の
で
す
。
溺
れ
か
け
て
い
る
私
を
助
け
て
く

れ
た
の
は
死
ん
だ
父
で
は
な
い
か
と
今
も
信
じ
て
い
る
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
風
に
な
っ
て
父
に
会
い
た
い
と
い
う
願
い
で
す
」

幸
江
は
話
し
終
え
る
と
、
ほ
っ
と
息
を
つ
い
た
。

一
郎
は
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。

川
の
遠
く
に
医
王
山
な
ど
の
山
々
が
連
な
り
、
川
面
は
初
秋
の
陽
が

輝
い
て
い
る
。
対
岸
に
は
柴
犬
を
連
れ
て
歩
い
て
い
る
人
が
い
る
だ
け

で
、
長
閑
な
風
景
に
包
ま
れ
て
い
た
。

「
幸
江
さ
ん
の
話
に
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
れ
の
記
憶
の

底
に
溺
れ
か
け
て
い
る
女
の
子
を
助
け
て
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
脳
裏

に
浮
か
び
ま
す
。
幸
江
さ
ん
と
目
に
見
え
な
い
所
で
つ
な
が
っ
て
い
る

気
が
し
ま
す
」

「
幸
江
は
何
を
考
え
ご
と
を
し
て
い
る
の
だ
ぃ
。
餅
が
伸
び
て
し
ま
う

よ
」母

は
急
か
す
よ
う
に
言
っ
た
。

「
私
が
川
に
落
ち
た
と
き
の
こ
と
を
詳
し
く
聞
か
せ
て
ほ
し
い
の
」

「
い
ま
ご
ろ
、
何
を
言
い
出
す
ん
だ
い
」

川
を
懐
か
し
く
さ
せ
る
の
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
川
に
落
ち
た
こ
と

が
あ
っ
た
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
亡
く
な
っ
た
父
は
病
気
で
は
な
く
川

に
落
ち
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
川
の
側
に
し
ゃ
が
ん
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で
じ
っ
と
眺
め
て
い
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。

「
川
に
呼
ば
れ
て
い
る
」、
い
つ
も
そ
ん
な
気
が
し
て
い
た
。

川
に
落
ち
た
日
も
幸
江
は
川
を
覗
き
込
む
よ
う
に
し
て
い
た
。
渦
巻

い
て
流
れ
る
川
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
体
が
軽
く
な
っ
た
と
思
っ

た
ら
仰
向
け
に
な
っ
て
川
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
流
さ
れ
た
。

あ
の
と
き
、
通
り
が
か
っ
た
若
い
男
の
人
が
川
へ
飛
び
込
ん
で
助
け

て
く
れ
た
こ
と
を
後
で
聞
い
た
。

幸
江
は
遠
い
日
の
記
憶
に
、
そ
の
人
は
亡
く
な
っ
た
父
で
は
な
か
っ

た
の
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

小
学
生
の
こ
ろ
、
母
と
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い
た
と
き
の
こ
と
で

あ
る
。
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
裏
通
り
の
用
水
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
流
れ
る
音

に
、
幸
江
は
母
の
手
を
振
り
は
ら
っ
て
走
り
出
し
た
。

「
危
な
い
よ
」

母
は
驚
い
て
追
い
か
け
て
き
た
。

川
の
水
は
雨
上
が
り
の
後
で
淵
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
流

れ
て
い
た
。
う
ね
る
よ
う
に
流
れ
る
川
を
見
て
い
る
と
、
亡
く
な
っ
た

父
が
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
飛
び
込
み
た
く
な
る
。
白
い
泡
を
吹
き
上

げ
な
が
ら
渦
巻
く
川
に
急
き
た
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

橋
の
下
あ
た
り
が
激
し
く
飛
沫
が
か
か
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
身
を
乗
り
出
し
て
覗
き
込
ん
で
い
た
。

見
て
い
る
幸
江
の
体
も
流
れ
と
同
じ
速
度
で
グ
ル
グ
ル
渦
巻
き
宙
を

舞
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
感
じ
に
襲
わ
れ
た
。

そ
の
と
き
、
“
幸
江
幸
江
”
と
父
の
声
が
し
た
。

父
の
声
な
ど
覚
え
て
い
る
は
ず
も
な
い
の
に
、
そ
の
声
は
父
だ
と

は
っ
き
り
わ
か
っ
た
。

幸
江
が
橋
の
手
す
り
か
ら
擦
り
抜
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
幸
江
の
体

は
も
ぎ
取
ら
れ
る
よ
う
に
強
く
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。

気
が
つ
く
と
、
幸
江
は
母
の
胸
に
抱
か
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
母
は
幸
江
の
姿
が
見
え
な
い
と
、
ド
キ
ッ

と
し
て
命
が
縮
ん
だ
、
と
事
あ
る
ご
と
に
言
っ
て
い
た
。

「
幸
江
は
川
に
落
ち
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
も
川
の
側
に
行
っ
て

見
て
い
る
こ
と
が
好
き
な
子
だ
っ
た
よ
」

母
は
思
い
出
す
よ
う
に
言
っ
た
。

「
川
を
眺
め
て
い
る
と
、
死
ん
だ
父
さ
ん
が
、
幸
江
っ
て
呼
ぶ
声
が
聞

こ
え
る
気
が
す
る
の
」

「
そ
ん
な
こ
と
あ
る
も
ん
か
。
気
の
せ
い
だ
よ
」

「
川
の
側
に
い
る
と
癒
さ
れ
る
の
。
川
の
近
く
に
住
み
た
い
と
思
う
こ

と
が
あ
る
わ
」

「
川
の
側
の
家
は
嫌
だ
よ
。
幸
江
が
川
に
落
ち
て
か
ら
、
川
の
近
く
に

行
く
だ
け
で
身
が
縮
む
よ
」

「
父
さ
ん
は
何
の
病
気
だ
っ
た
の
？
」

「
風
邪
が
長
引
い
て
肺
炎
に
な
っ
て
死
ん
だ
の
だ
よ
。
い
ま
ご
ろ
に

な
っ
て
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
の
か
い
」

「
私
は
、
父
さ
ん
が
川
に
落
ち
て
死
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
こ

と
が
あ
る
の
。
川
の
側
に
い
る
と
父
さ
ん
が
“
幸
江
幸
江
”
と
呼
ん
で

い
る
声
が
し
て
く
る
の
。
母
さ
ん
は
気
の
せ
い
だ
と
言
う
け
ど
、
魚
に

な
っ
て
滑
り
込
ん
で
み
た
く
な
る
の
。
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
る
の
」

「
何
を
言
い
出
す
の
だ
い
。
魚
に
な
り
た
い
な
ん
て
命
が
縮
む
よ
う
な

こ
と
を
言
う
ん
で
な
い
よ
」

幸
江
は
母
の
命
を
縮
め
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
川
に
呼
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で
じ
っ
と
眺
め
て
い
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。

「
川
に
呼
ば
れ
て
い
る
」、
い
つ
も
そ
ん
な
気
が
し
て
い
た
。

川
に
落
ち
た
日
も
幸
江
は
川
を
覗
き
込
む
よ
う
に
し
て
い
た
。
渦
巻

い
て
流
れ
る
川
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
体
が
軽
く
な
っ
た
と
思
っ

た
ら
仰
向
け
に
な
っ
て
川
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
流
さ
れ
た
。

あ
の
と
き
、
通
り
が
か
っ
た
若
い
男
の
人
が
川
へ
飛
び
込
ん
で
助
け

て
く
れ
た
こ
と
を
後
で
聞
い
た
。

幸
江
は
遠
い
日
の
記
憶
に
、
そ
の
人
は
亡
く
な
っ
た
父
で
は
な
か
っ

た
の
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

小
学
生
の
こ
ろ
、
母
と
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い
た
と
き
の
こ
と
で

あ
る
。
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
裏
通
り
の
用
水
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
流
れ
る
音

に
、
幸
江
は
母
の
手
を
振
り
は
ら
っ
て
走
り
出
し
た
。

「
危
な
い
よ
」

母
は
驚
い
て
追
い
か
け
て
き
た
。

川
の
水
は
雨
上
が
り
の
後
で
淵
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
流

れ
て
い
た
。
う
ね
る
よ
う
に
流
れ
る
川
を
見
て
い
る
と
、
亡
く
な
っ
た

父
が
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
飛
び
込
み
た
く
な
る
。
白
い
泡
を
吹
き
上

げ
な
が
ら
渦
巻
く
川
に
急
き
た
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

橋
の
下
あ
た
り
が
激
し
く
飛
沫
が
か
か
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
身
を
乗
り
出
し
て
覗
き
込
ん
で
い
た
。

見
て
い
る
幸
江
の
体
も
流
れ
と
同
じ
速
度
で
グ
ル
グ
ル
渦
巻
き
宙
を

舞
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
感
じ
に
襲
わ
れ
た
。

そ
の
と
き
、
“
幸
江
幸
江
”
と
父
の
声
が
し
た
。

父
の
声
な
ど
覚
え
て
い
る
は
ず
も
な
い
の
に
、
そ
の
声
は
父
だ
と

は
っ
き
り
わ
か
っ
た
。

幸
江
が
橋
の
手
す
り
か
ら
擦
り
抜
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
幸
江
の
体

は
も
ぎ
取
ら
れ
る
よ
う
に
強
く
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。

気
が
つ
く
と
、
幸
江
は
母
の
胸
に
抱
か
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
母
は
幸
江
の
姿
が
見
え
な
い
と
、
ド
キ
ッ

と
し
て
命
が
縮
ん
だ
、
と
事
あ
る
ご
と
に
言
っ
て
い
た
。

「
幸
江
は
川
に
落
ち
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
も
川
の
側
に
行
っ
て

見
て
い
る
こ
と
が
好
き
な
子
だ
っ
た
よ
」

母
は
思
い
出
す
よ
う
に
言
っ
た
。

「
川
を
眺
め
て
い
る
と
、
死
ん
だ
父
さ
ん
が
、
幸
江
っ
て
呼
ぶ
声
が
聞

こ
え
る
気
が
す
る
の
」

「
そ
ん
な
こ
と
あ
る
も
ん
か
。
気
の
せ
い
だ
よ
」

「
川
の
側
に
い
る
と
癒
さ
れ
る
の
。
川
の
近
く
に
住
み
た
い
と
思
う
こ

と
が
あ
る
わ
」

「
川
の
側
の
家
は
嫌
だ
よ
。
幸
江
が
川
に
落
ち
て
か
ら
、
川
の
近
く
に

行
く
だ
け
で
身
が
縮
む
よ
」

「
父
さ
ん
は
何
の
病
気
だ
っ
た
の
？
」

「
風
邪
が
長
引
い
て
肺
炎
に
な
っ
て
死
ん
だ
の
だ
よ
。
い
ま
ご
ろ
に

な
っ
て
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
の
か
い
」

「
私
は
、
父
さ
ん
が
川
に
落
ち
て
死
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
こ

と
が
あ
る
の
。
川
の
側
に
い
る
と
父
さ
ん
が
“
幸
江
幸
江
”
と
呼
ん
で

い
る
声
が
し
て
く
る
の
。
母
さ
ん
は
気
の
せ
い
だ
と
言
う
け
ど
、
魚
に

な
っ
て
滑
り
込
ん
で
み
た
く
な
る
の
。
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
る
の
」

「
何
を
言
い
出
す
の
だ
い
。
魚
に
な
り
た
い
な
ん
て
命
が
縮
む
よ
う
な

こ
と
を
言
う
ん
で
な
い
よ
」

幸
江
は
母
の
命
を
縮
め
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
川
に
呼
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ば
れ
て
い
る
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

居
間
の
茶
箪
笥
の
上
に
ハ
ガ
キ
大
の
額
に
入
っ
た
父
の
写
真
が
あ

る
。
写
真
の
顔
を
じ
っ
と
見
て
い
る
と
、
以
前
、
読
ん
だ
短
編
小
説
の

こ
と
が
鮮
明
に
浮
か
ん
だ
。

―
愛
し
合
っ
て
い
た
夫
婦
が
い
た
。
あ
る
日
、
突
然
に
夫
が
理
由
も
な

く
鉄
道
自
殺
を
し
た
の
で
あ
る
。

妻
は
死
ん
だ
夫
の
こ
と
を
考
え
て
も
自
殺
し
た
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
小
説
に
は
、
本
人
も
わ
か
ら
な
い
何
か
に
憑
か
れ
て
理
由
も
な

く
死
に
た
く
な
る
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
と
記
さ
れ
て
い
た
。

も
し
、
父
が
川
で
死
ん
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
小
説
の
男
の
よ
う
に
何

の
理
由
も
な
く
死
に
た
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
月
三
日
の
夜
、
一
郎
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

「
今
日
の
夕
方
に
金
沢
へ
来
ま
し
た
。
明
日
、
幸
江
さ
ん
と
会
い
た
い

の
で
す
。
都
合
が
よ
か
っ
た
ら
、
い
つ
も
の
柳
の
木
の
側
の
喫
茶
店
で

十
一
時
ご
ろ
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」

「
は
い
」

幸
江
は
そ
う
返
事
を
し
て
受
話
器
を
置
い
た
。

翌
日
は
雪
が
降
っ
て
い
た
。
幸
江
は
約
束
の
時
間
に
行
っ
た
が
一
郎

の
姿
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
に
後
で
も
う
一
人
来
る
こ
と
を
伝
え
て
か
ら
窓
側
の

席
に
座
っ
た
。

窓
か
ら
柳
の
木
の
し
な
や
か
に
伸
び
て
い
る
枝
に
雪
が
ふ
ん
わ
り
と

か
か
っ
て
い
た
。

一
郎
は
金
沢
に
泊
ま
る
と
き
の
宿
は
、
い
つ
も
同
じ
宿
ら
し
い
が
、

幸
江
は
宿
の
名
前
は
聞
い
て
は
い
な
か
っ
た
。

い
つ
だ
っ
た
か
、
一
郎
は
宿
で
食
べ
た
「
煮
凝
り
」
の
話
を
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。

「
お
れ
は
子
ど
も
の
こ
ろ
、
魚
の
煮
汁
が
冷
め
て
固
ま
っ
た
も
の
を
温

か
い
ご
は
ん
に
か
け
て
食
べ
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
。
金
沢
に
泊

ま
る
宿
で
も
、
煮
凝
り
を
出
し
て
く
れ
る
の
で
す
」

幸
江
も
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
“
煮
凝
り
”
と
い
う
言
葉
を
一
郎
か

ら
聞
い
た
こ
と
は
意
外
だ
っ
た
。

一
郎
の
泊
っ
て
い
る
宿
は
犀
川
の
下
流
ら
し
い
。

こ
の
喫
茶
店
は
犀
川
の
上
流
の
ほ
う
に
あ
る
の
で
歩
い
て
も
時
間
が

か
か
る
。

幸
江
は
降
る
雪
を
眺
め
な
が
ら
一
郎
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。

一
郎
は
金
沢
か
ら
神
奈
川
へ
行
っ
て
か
ら
何
十
年
も
経
っ
て
い
る
。
母

と
再
婚
し
た
父
と
妹
は
金
沢
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
母
が
父
と
別

れ
て
か
ら
、
母
と
妹
は
神
奈
川
に
来
た
が
一
郎
は
母
や
妹
と
会
う
こ
と

は
少
な
か
っ
た
ら
し
い
。

「
お
れ
は
十
五
歳
で
金
沢
を
出
て
神
奈
川
に
行
っ
た
け
ど
、
思
い
出
す

の
は
金
沢
な
ん
で
す
。
金
沢
の
三
文
豪
と
い
わ
れ
て
い
る
室
生
犀
星
の

『
小
景
異
情
』
の
詩
は
心
に
染
み
て
い
ま
す
。

“
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の

そ
し
て
悲
し
く
う
た
う
も

の
…
…
”

一
郎
は
金
沢
に
訪
れ
る
と
、
い
つ
も
き
ま
っ
た
よ
う
に
犀
川
の
ほ
と

り
を
歩
き
な
が
ら
、
子
ど
も
時
代
を
懐
か
し
ん
で
い
た
。

一
郎
は
ま
だ
喫
茶
店
に
来
な
い
。
何
か
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
携
帯

電
話
も
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て
お
ら
ず
、
お
互
い
に
携
帯
電
話
を
持
っ
て
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い
な
か
っ
た
し
、
宿
の
名
前
や
電
話
番
号
も
わ
か
ら
な
い
た
め
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

気
持
ち
を
落
ち
つ
か
せ
る
た
め
に
紅
茶
を
頼
ん
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
が
湯
気
の
立
っ
た
紅
茶
を
持
っ
て
き

た
。紅

茶
を
飲
み
な
が
ら
不
安
な
気
持
ち
が
募
っ
て
い
く
。
そ
の
と
き
、

一
郎
が
慌
て
る
よ
う
に
や
っ
て
来
た
。
手
に
旅
行
鞄
の
よ
う
な
も
の
を

持
っ
て
い
る
。「
待
た
せ
た
ね
。
出
が
け
に
神
奈
川
に
い
る
妹
か
ら
電

話
が
あ
っ
て
、
子
宮
筋
腫
の
手
術
を
し
て
入
院
し
て
い
る
ら
し
い
ん
で

す
。
妹
と
久
し
く
会
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
何
か
あ
っ
た
時
の
た
め

に
宿
の
電
話
番
号
を
知
ら
せ
て
あ
っ
た
の
で
す
。
幸
江
さ
ん
と
約
束
し

て
い
た
の
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
今
度
、金
沢
に
来
た
と
き
に
は
、

そ
の
分
、
ゆ
っ
く
り
と
お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

一
郎
は
詫
び
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
私
と
の
約
束
は
い
い
の
で
す
。
早
く
妹
さ
ん
の
所
へ
行
か
れ
た
ら
よ

い
と
思
い
ま
す
」

一
郎
は
ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
に
コ
ー
ヒ
ー
を
頼
ん
だ
。

「
妹
は
母
と
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
５
年
前
に
母
は
病
気
で
亡
く

な
っ
た
ん
で
す
。
お
れ
は
十
五
歳
で
家
を
出
た
の
で
妹
と
暮
ら
し
た
期

間
が
短
い
ん
で
す
。

妹
は
一
度
、
お
見
合
い
で
結
婚
し
ま
し
た
が
子
ど
も
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
、
顔
を
見
る
た
び
に
姑
に
言
わ
れ
た
こ
と
で
精
神
を
病
み
、

別
れ
ま
し
た
。

妹
に
何
も
し
て
や
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

妹
か
ら
、
そ
の
話
を
聞
か
さ
れ
る
と
、
本
当
に
や
り
き
れ
な
い
気
持

ち
に
な
る
…
…
」

幸
江
は
黙
っ
て
一
郎
の
話
を
聞
い
て
い
た
。

「
妹
さ
ん
は
一
郎
さ
ん
を
頼
り
に
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
ね
。
私

は
兄
妹
が
い
ま
せ
ん
の
で
う
ら
や
ま
し
い
で
す
」

「
兄
妹
と
い
っ
て
も
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
の

で
、
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
に
連
絡
す
る
だ
け
で
す
。

以
前
、
お
れ
が
入
院
し
た
と
き
、
妹
は
下
着
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。

母
が
亡
く
な
っ
た
時
、妹
は
お
れ
と
暮
ら
し
た
い
と
言
っ
た
ん
で
す
。

同
じ
神
奈
川
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
さ
ら
妹
と
生
活
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
思
え
ば
、
妹
と
暮
ら
し
た
ほ
う
が
互
い
に

よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…

お
れ
の
話
ば
か
り
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

「
い
い
ん
で
す
。
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
」

「
幸
江
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
っ
て
心
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
幸
江
さ
ん

も
何
か
あ
っ
た
ら
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
今
度
、
金
沢
に
来
た
と
き
、

幸
江
さ
ん
と
犀
星
の
育
っ
た
雨
宝
院
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

幸
江
は
頷
い
た
。
幸
江
も
犀
星
の
詩
や
小
説
に
興
味
が
あ
り
、
雨
宝

院
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
ご
一
緒
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

「
お
れ
は
犀
星
の
詩
が
好
き
で
す
」

そ
う
言
い
な
が
ら
鞄
か
ら
掌
サ
イ
ズ
の
詩
集
を
取
り
出
し
た
。

「
以
前
、
幸
江
さ
ん
に
話
を
し
た
『
小
景
異
情
』
の
“
ふ
る
さ
と
は
遠

き
に
あ
り
て
思
う
も
の
…
…
”
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ

ろ
過
ご
し
た
金
沢
は
心
の
ふ
る
さ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」
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い
な
か
っ
た
し
、
宿
の
名
前
や
電
話
番
号
も
わ
か
ら
な
い
た
め
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

気
持
ち
を
落
ち
つ
か
せ
る
た
め
に
紅
茶
を
頼
ん
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
が
湯
気
の
立
っ
た
紅
茶
を
持
っ
て
き

た
。紅

茶
を
飲
み
な
が
ら
不
安
な
気
持
ち
が
募
っ
て
い
く
。
そ
の
と
き
、

一
郎
が
慌
て
る
よ
う
に
や
っ
て
来
た
。
手
に
旅
行
鞄
の
よ
う
な
も
の
を

持
っ
て
い
る
。「
待
た
せ
た
ね
。
出
が
け
に
神
奈
川
に
い
る
妹
か
ら
電

話
が
あ
っ
て
、
子
宮
筋
腫
の
手
術
を
し
て
入
院
し
て
い
る
ら
し
い
ん
で

す
。
妹
と
久
し
く
会
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
何
か
あ
っ
た
時
の
た
め

に
宿
の
電
話
番
号
を
知
ら
せ
て
あ
っ
た
の
で
す
。
幸
江
さ
ん
と
約
束
し

て
い
た
の
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
今
度
、金
沢
に
来
た
と
き
に
は
、

そ
の
分
、
ゆ
っ
く
り
と
お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

一
郎
は
詫
び
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
私
と
の
約
束
は
い
い
の
で
す
。
早
く
妹
さ
ん
の
所
へ
行
か
れ
た
ら
よ

い
と
思
い
ま
す
」

一
郎
は
ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
に
コ
ー
ヒ
ー
を
頼
ん
だ
。

「
妹
は
母
と
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
５
年
前
に
母
は
病
気
で
亡
く

な
っ
た
ん
で
す
。
お
れ
は
十
五
歳
で
家
を
出
た
の
で
妹
と
暮
ら
し
た
期

間
が
短
い
ん
で
す
。

妹
は
一
度
、
お
見
合
い
で
結
婚
し
ま
し
た
が
子
ど
も
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
、
顔
を
見
る
た
び
に
姑
に
言
わ
れ
た
こ
と
で
精
神
を
病
み
、

別
れ
ま
し
た
。

妹
に
何
も
し
て
や
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

妹
か
ら
、
そ
の
話
を
聞
か
さ
れ
る
と
、
本
当
に
や
り
き
れ
な
い
気
持

ち
に
な
る
…
…
」

幸
江
は
黙
っ
て
一
郎
の
話
を
聞
い
て
い
た
。

「
妹
さ
ん
は
一
郎
さ
ん
を
頼
り
に
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
ね
。
私

は
兄
妹
が
い
ま
せ
ん
の
で
う
ら
や
ま
し
い
で
す
」

「
兄
妹
と
い
っ
て
も
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
の

で
、
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
に
連
絡
す
る
だ
け
で
す
。

以
前
、
お
れ
が
入
院
し
た
と
き
、
妹
は
下
着
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。

母
が
亡
く
な
っ
た
時
、妹
は
お
れ
と
暮
ら
し
た
い
と
言
っ
た
ん
で
す
。

同
じ
神
奈
川
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
さ
ら
妹
と
生
活
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
思
え
ば
、
妹
と
暮
ら
し
た
ほ
う
が
互
い
に

よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…

お
れ
の
話
ば
か
り
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

「
い
い
ん
で
す
。
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
」

「
幸
江
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
っ
て
心
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
幸
江
さ
ん

も
何
か
あ
っ
た
ら
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
今
度
、
金
沢
に
来
た
と
き
、

幸
江
さ
ん
と
犀
星
の
育
っ
た
雨
宝
院
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

幸
江
は
頷
い
た
。
幸
江
も
犀
星
の
詩
や
小
説
に
興
味
が
あ
り
、
雨
宝

院
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
ご
一
緒
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

「
お
れ
は
犀
星
の
詩
が
好
き
で
す
」

そ
う
言
い
な
が
ら
鞄
か
ら
掌
サ
イ
ズ
の
詩
集
を
取
り
出
し
た
。

「
以
前
、
幸
江
さ
ん
に
話
を
し
た
『
小
景
異
情
』
の
“
ふ
る
さ
と
は
遠

き
に
あ
り
て
思
う
も
の
…
…
”
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ

ろ
過
ご
し
た
金
沢
は
心
の
ふ
る
さ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」
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「
私
も
犀
星
の
詩
が
好
き
で
す
」

「
犀
星
の
詩
が
好
き
な
幸
江
さ
ん
を
妹
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
」

「
そ
う
言
っ
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
私
も
一
郎
さ
ん
を
兄
さ
ん

の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
」

「
幸
江
さ
ん
に
一
度
、
神
奈
川
に
来
て
ほ
し
い
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

「
今
日
は
一
人
で
妹
の
所
へ
行
っ
て
き
ま
す
」

そ
う
言
う
と
、
一
郎
は
コ
ー
ヒ
ー
を
一
息
に
飲
ん
だ
。

「
駅
ま
で
お
見
送
り
し
ま
す
」

「
悪
い
な
ぁ
」

一
郎
と
幸
江
は
喫
茶
店
を
出
る
と
大
通
り
の
バ
ス
停
ま
で
歩
い
た
。

雪
は
止
ん
で
青
空
が
出
て
い
た
。

「
お
れ
が
子
ど
も
時
代
に
住
ん
で
い
た
所
は
裏
通
り
の
狭
い
小
路
の
長

屋
で
し
た
。
そ
の
一
隅
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
昔
か
ら
の
町
だ
っ
た

ん
で
神
社
が
あ
っ
て
祭
り
の
日
は
露
店
が
出
て
賑
や
か
で
し
た
。
犀
川

も
近
く
に
あ
っ
て
、
夏
に
は
泳
い
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
か
、

幸
江
さ
ん
に
、
お
れ
が
以
前
に
住
ん
で
い
た
場
所
を
案
内
し
ま
す
」

一
郎
は
、
バ
ス
が
来
る
ま
で
子
ど
も
の
こ
ろ
の
話
を
懐
か
し
む
よ
う

に
話
を
し
て
い
た
。

や
が
て
、
や
っ
て
来
た
バ
ス
は
正
月
の
せ
い
か
混
雑
し
て
座
る
場
所

も
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

正
月
に
一
郎
を
金
沢
駅
ま
で
見
送
る
こ
と
は
初
め
て
だ
っ
た
。
け
れ

ど
、
一
郎
と
な
ら
満
員
バ
ス
に
乗
る
こ
と
も
楽
し
い
と
秘
か
に
思
っ
て

い
た
。

正
月
の
駅
は
人
も
多
く
、
大
き
な
旅
行
鞄
を
持
っ
て
い
る
人
や
友
人

や
家
族
を
迎
え
る
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

一
郎
が
切
符
を
買
っ
て
い
る
間
に
「
福
梅
」
一
箱
と
籠
入
り
の
ミ
ニ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
買
っ
た
。

幸
江
は
自
分
の
代
わ
り
に
お
菓
子
と
お
花
に
託
し
た
の
で
あ
る
。

後
か
ら
入
場
券
を
買
っ
て
一
郎
の
側
に
行
っ
た
。

「
こ
れ
、
妹
さ
ん
に
差
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
」

そ
う
言
っ
て
、
幸
江
は
手
渡
し
た
。

「
幸
江
さ
ん
に
気
を
遣
わ
せ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
妹
も
喜
ぶ
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
と
十
分
ほ
ど
で
汽
車
が
来
ま
す
の
で
ホ
ー
ム
へ
行
っ
て
い
ま
す
」

一
郎
の
後
か
ら
幸
江
は
急
い
で
行
っ
た
。

「
幸
江
さ
ん
か
ら
ホ
ー
ム
ま
で
見
送
っ
て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
で
す
」

一
郎
は
顔
を
綻
ば
せ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
汽
車
が
ホ
ー
ム
に
滑
る
よ
う
に
入
っ
て
き
た
。
自

由
席
は
空
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
行
っ
て
き
ま
す
」

一
郎
は
デ
ッ
キ
か
ら
幸
江
に
言
っ
た
。

幸
江
が
手
を
振
る
と
、
扉
が
閉
ま
り
汽
車
は
ゆ
っ
く
り
と
走
り
出
し

た
。赤

い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
一
郎
の
胸
に
小
さ
く
揺
れ
て
い
た
。
幸

江
は
汽
車
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見
送
っ
て
か
ら
駅
を
あ
と
に
し
た
。

幸
江
の
体
は
呪
文
を
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
足
が
地
に
つ
か
な
い
ほ
ど

気
持
ち
が
昂
っ
て
い
た
。

こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
だ
っ
た
。

一
郎
の
笑
顔
を
想
い
出
し
て
い
た
。
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雪
が
ま
た
降
っ
て
き
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
、
声
の
な
い
雪
の
言
霊

が
幸
江
に
降
り
そ
そ
い
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

一
郎
の
乗
っ
た
汽
車
は
ど
の
あ
た
り
を
走
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ

う
思
い
な
が
ら
幸
江
は
家
に
帰
る
た
め
バ
ス
停
に
並
ん
で
待
っ
て
い
た
。

そ
の
と
き
、
ふ
と
、
途
中
下
車
し
て
雨
宝
院
に
行
っ
て
み
よ
う
、
と

い
う
考
え
が
浮
か
ん
だ
。

一
郎
と
い
っ
し
ょ
に
初
詣
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
い
や
、
だ
か
ら

私
一
人
で
も
行
っ
て
み
よ
う
。

片
町
で
降
り
て
、
犀
川
大
橋
を
渡
っ
て
右
に
折
れ
る
と
雨
宝
院
が
あ

る
。
門
の
左
側
に
は
赤
い
頭
巾
姿
の
お
地
蔵
さ
ま
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

境
内
に
入
る
と
着
物
姿
の
若
い
女
性
た
ち
が
お
参
り
を
し
て
い
た
。

以
前
、
訪
れ
た
こ
ろ
は
秋
だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

私
は
お
参
り
を
し
た
あ
と
、
本
堂
の
横
に
あ
る
玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
を

押
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
着
物
姿
の
奥
様
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、

「
去
年
、
こ
の
寺
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
ね
」
と
、
に
こ
や
か
に

話
さ
れ
た
。

幸
江
は
自
分
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
お
礼
を

言
っ
た
。

「
さ
あ
、
さ
あ
、
お
上
が
り
く
だ
さ
い
。
今
か
ら
住
職
の
お
経
が
は
じ

ま
り
ま
す
」

奥
様
は
愛
想
よ
く
、
幸
江
を
本
堂
に
案
内
し
た
。

そ
こ
に
は
、
五
、
六
人
の
客
が
座
っ
て
い
た
。

幸
江
は
、
う
し
ろ
の
ほ
う
に
座
っ
た
。
線
香
の
匂
い
が
立
ち
込
め
る

中
、
お
経
が
始
ま
っ
た
。

幸
江
は
心
の
中
で
一
郎
の
妹
さ
ん
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

た
。住

職
は
護
摩
壇
で
ヌ
ル
デ
の
材
の
護
摩
木
を
何
本
も
燃
や
し
て
神
仏

に
祈
っ
て
い
た
。

や
が
て
、
お
経
が
終
わ
る
と
住
職
は
、

「
本
日
は
正
月
で
す
の
で
皆
様
の
ご
多
幸
を
願
い
ま
し
て
祈
祷
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
お
寺
は
詩
人
で
小
説
家
の
室
生
犀
星
氏
の
育
っ
た
所
で
す
。
い

ま
、
寺
の
一
室
に
犀
星
氏
の
遺
品
や
コ
ー
ト
な
ど
を
陳
列
す
る
場
所
を

作
る
話
が
犀
星
氏
の
長
女
の
朝
子
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
で
て
い
ま
す
。

遺
品
室
が
完
成
し
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
た
。

（
遺
品
室
は
一
九
九
七
年
九
月
完
成
）

幸
江
は
以
前
、
雨
宝
院
に
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
を
想
い
出
し
た
。

住
職
の
奥
様
か
ら
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
犀
星
の
遺
品
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
当
時
、
雨
宝
院
の
山
門
を
新
し
く
し
た
時
に
（
昭
和
二

十
八
年
）、
東
京
の
馬
込
に
住
ん
で
い
た
犀
星
か
ら
、
二
万
円
の
金
を
毎

月
千
円
ず
つ
速
達
で
送
ら
れ
て
来
た
封
書
が
何
通
も
あ
っ
た
。

そ
の
横
に
犀
星
氏
直
筆
の
色
紙
も
あ
っ
た
。

“
わ
が
や
ど
は
馬
込
の
里
の
や
ぶ
な
か
に

と
も
し
ぶ
と
も
れ

さ
ぶ

し
と
お
も
は
ず
”
と
記
さ
れ
て
い
た
。
犀
星
の
馬
込
の
庭
は
自
然
で
藪

を
好
ん
で
い
た
こ
と
も
聞
い
た
記
憶
が
あ
る
。

「
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
遺
品
室
の
完
成
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
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雪
が
ま
た
降
っ
て
き
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
、
声
の
な
い
雪
の
言
霊

が
幸
江
に
降
り
そ
そ
い
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

一
郎
の
乗
っ
た
汽
車
は
ど
の
あ
た
り
を
走
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ

う
思
い
な
が
ら
幸
江
は
家
に
帰
る
た
め
バ
ス
停
に
並
ん
で
待
っ
て
い
た
。

そ
の
と
き
、
ふ
と
、
途
中
下
車
し
て
雨
宝
院
に
行
っ
て
み
よ
う
、
と

い
う
考
え
が
浮
か
ん
だ
。

一
郎
と
い
っ
し
ょ
に
初
詣
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
い
や
、
だ
か
ら

私
一
人
で
も
行
っ
て
み
よ
う
。

片
町
で
降
り
て
、
犀
川
大
橋
を
渡
っ
て
右
に
折
れ
る
と
雨
宝
院
が
あ

る
。
門
の
左
側
に
は
赤
い
頭
巾
姿
の
お
地
蔵
さ
ま
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

境
内
に
入
る
と
着
物
姿
の
若
い
女
性
た
ち
が
お
参
り
を
し
て
い
た
。

以
前
、
訪
れ
た
こ
ろ
は
秋
だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

私
は
お
参
り
を
し
た
あ
と
、
本
堂
の
横
に
あ
る
玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
を

押
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
着
物
姿
の
奥
様
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、

「
去
年
、
こ
の
寺
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
ね
」
と
、
に
こ
や
か
に

話
さ
れ
た
。

幸
江
は
自
分
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
お
礼
を

言
っ
た
。

「
さ
あ
、
さ
あ
、
お
上
が
り
く
だ
さ
い
。
今
か
ら
住
職
の
お
経
が
は
じ

ま
り
ま
す
」

奥
様
は
愛
想
よ
く
、
幸
江
を
本
堂
に
案
内
し
た
。

そ
こ
に
は
、
五
、
六
人
の
客
が
座
っ
て
い
た
。

幸
江
は
、
う
し
ろ
の
ほ
う
に
座
っ
た
。
線
香
の
匂
い
が
立
ち
込
め
る

中
、
お
経
が
始
ま
っ
た
。

幸
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は
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の
中
で
一
郎
の
妹
さ
ん
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

た
。住

職
は
護
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壇
で
ヌ
ル
デ
の
材
の
護
摩
木
を
何
本
も
燃
や
し
て
神
仏

に
祈
っ
て
い
た
。

や
が
て
、
お
経
が
終
わ
る
と
住
職
は
、

「
本
日
は
正
月
で
す
の
で
皆
様
の
ご
多
幸
を
願
い
ま
し
て
祈
祷
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
お
寺
は
詩
人
で
小
説
家
の
室
生
犀
星
氏
の
育
っ
た
所
で
す
。
い

ま
、
寺
の
一
室
に
犀
星
氏
の
遺
品
や
コ
ー
ト
な
ど
を
陳
列
す
る
場
所
を

作
る
話
が
犀
星
氏
の
長
女
の
朝
子
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
で
て
い
ま
す
。

遺
品
室
が
完
成
し
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
た
。

（
遺
品
室
は
一
九
九
七
年
九
月
完
成
）

幸
江
は
以
前
、
雨
宝
院
に
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
を
想
い
出
し
た
。

住
職
の
奥
様
か
ら
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
犀
星
の
遺
品
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
当
時
、
雨
宝
院
の
山
門
を
新
し
く
し
た
時
に
（
昭
和
二

十
八
年
）、
東
京
の
馬
込
に
住
ん
で
い
た
犀
星
か
ら
、
二
万
円
の
金
を
毎

月
千
円
ず
つ
速
達
で
送
ら
れ
て
来
た
封
書
が
何
通
も
あ
っ
た
。

そ
の
横
に
犀
星
氏
直
筆
の
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紙
も
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っ
た
。

“
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が
や
ど
は
馬
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の
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の
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な
か
に

と
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と
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し
と
お
も
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”
と
記
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。
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の
馬
込
の
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は
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で
藪

を
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で
い
た
こ
と
も
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い
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記
憶
が
あ
る
。

「
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
遺
品
室
の
完
成
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
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と
、
奥
様
に
も
お
礼
を
言
っ
て
寺
を
あ
と
に
し
た
。

幸
江
は
雪
も
止
ん
だ
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、
一
郎
の
乗
っ
た
汽
車
は

今
ご
ろ
は
越
後
湯
沢
あ
た
り
だ
ろ
う
か
と
思
い
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
。

遺
品
室
が
で
き
た
ら
一
郎
と
雨
宝
院
に
訪
れ
た
い
。

犀
星
の
詩
集
を
好
ん
で
い
る
一
郎
は
「
性
に
目
覚
め
る
頃
」
な
ど
の

小
説
も
読
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

幸
江
は
雨
宝
院
の
奥
様
か
ら
聞
い
た
“
朱
塗
り
の
賽
銭
箱
”
の
話
を

思
い
出
し
た
。

「
朱
塗
り
の
賽
銭
箱
で
す
が
犀
星
先
生
の
『
性
に
目
覚
め
る
頃
』
に
出

て
き
ま
す
。

当
時
、賽
銭
箱
は
本
堂
の
入
口
階
段
の
手
前
に
置
い
て
あ
り
ま
し
た
」

と
指
を
さ
さ
れ
た
。「
そ
し
て
、
お
堂
の
間
に
敷
居
が
あ
っ
て
、
大
き
な

格
子
戸
が
あ
り
ま
し
た
。
今
、
格
子
戸
は
片
隅
に
片
付
け
て
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
こ
ろ
は
格
子
戸
に
煤
け
た
お
さ
る
子
人
形
が
一
つ
二
つ
括
り

付
け
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

お
さ
る
子
人
形
は
朱
色
が
女
で
白
色
は
男
な
の
で
す
。
二
体
の
人
形

が
背
中
合
わ
せ
に
し
て
あ
る
と
き
は
別
れ
る
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

抱
き
合
わ
せ
に
し
て
あ
る
と
き
は
添
い
た
い
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

人
形
の
お
腹
の
と
こ
ろ
に
、
二
人
の
名
前
を
書
い
て
祈
願
す
る
そ
う

で
す
。

こ
の
お
寺
の
近
く
に
遊
郭
が
あ
り
ま
し
た
の
で
女
の
方
の
お
参
り
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

先
代
の
住
職
は
『
寺
の
門
に
入
っ
て
く
る
人
を
大
師
匠
さ
ん
と
思
い

な
さ
い
』
と
、
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
」

奥
様
は
当
時
の
こ
と
を
懐
か
し
む
よ
う
に
話
さ
れ
た
。

幸
江
は
雨
宝
院
の
お
さ
る
子
人
形
の
話
に
心
が
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
。

い
つ
の
日
か
、
お
さ
る
子
人
形
に
思
い
を
託
せ
る
よ
う
な
情
熱
的
な
恋

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
幸
江
は
、
そ
の
と
き
は
ま
だ
見
ぬ
恋
に
思
い
を

馳
せ
て
い
た
。

幸
江
は
家
に
帰
る
と
緊
張
が
ほ
ど
け
て
疲
れ
た
。

「
一
郎
さ
ん
と
初
詣
し
て
楽
し
か
っ
た
か
い
」

母
は
嬉
し
そ
う
に
幸
江
に
言
っ
た
。

「
う
ん
、
ま
ぁ
ね
」

幸
江
は
言
葉
少
な
に
言
っ
た
。

「
嬉
し
そ
う
じ
ゃ
な
さ
そ
う
だ
ね
。
何
か
あ
っ
た
の
か
い
」

母
の
言
葉
は
、
今
日
は
煩
わ
し
か
っ
た
。

幸
江
は
一
人
に
な
り
た
く
て
二
階
の
自
分
の
部
屋
へ
行
っ
た
。
ベ
ッ

ド
に
横
に
な
っ
た
が
眠
ら
れ
ず
、今
日
の
出
来
事
を
思
い
出
し
て
い
た
。

一
郎
と
喫
茶
店
で
会
っ
た
後
、
金
沢
駅
ま
で
見
送
っ
た
こ
と
や
雨
宝

院
に
訪
れ
た
こ
と
な
ど
、
短
い
時
間
に
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
ば

か
り
が
立
て
続
け
に
起
こ
っ
た
。
も
し
、
縁
あ
っ
て
一
郎
と
結
婚
し
た

ら
、
毎
日
が
予
想
し
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な
っ
た

と
き
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
新
た
な
不
安
が
湧
い
て
き
た

が
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
眠
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

ど
れ
く
ら
い
寝
た
の
だ
ろ
う
か
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
日
は
と
っ

ぷ
り
暮
れ
て
い
た
。
心
と
体
は
す
っ
き
り
し
た
。

一
郎
さ
ん
は
妹
さ
ん
の
病
院
に
着
い
た
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
い
な
が

ら
階
下
に
来
た
。

「
幸
江
の
起
き
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
だ
よ
」

食
卓
に
は
幸
江
の
好
き
な
“
治
部
煮
”
が
あ
っ
た
。
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「
食
べ
た
か
っ
た
の
。
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
」

大
ぶ
り
の
椀
に
は
、
し
い
た
け
や
す
だ
れ
麩
、
竹
の
子
、
ほ
う
れ
ん

草
、
鶏
肉
な
ど
が
入
っ
て
お
り
ワ
サ
ビ
も
添
え
て
あ
る
。

「
幸
江
が
疲
れ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
か
ら
元
気
に
な
る
よ
う
に
作
っ
た

の
だ
よ
」

「
母
さ
ん
の
治
部
煮
は
一
番
お
い
し
い
ね
」

幸
江
は
一
口
、
ひ
と
口
か
み
し
め
る
よ
う
に
味
わ
っ
た
。

一
郎
さ
ん
に
も
、
治
部
煮
を
食
べ
さ
せ
て
や
り
た
い
。

「
い
つ
か
、
治
部
煮
の
作
り
方
を
教
え
て
欲
し
い
の
」

「
そ
う
だ
ね
、
幸
江
が
嫁
入
り
す
る
ま
で
に
教
え
て
や
る
よ
」

母
は
嬉
し
そ
う
に
目
を
細
め
た
。

夕
食
を
終
え
、
母
と
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
と
、
居
間
の
電
話
が
鳴
っ

た
。
一
郎
さ
ん
か
も
し
れ
な
い
と
幸
江
は
急
い
で
受
話
器
を
取
っ
た
。

「
幸
江
さ
ん
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
病
院
の
公
衆
電

話
か
ら
か
け
て
い
ま
す
。
妹
は
手
術
の
経
過
も
よ
く
、
数
日
で
退
院
ら

し
い
で
す
。
幸
江
さ
ん
か
ら
の
お
菓
子
や
お
花
を
妹
は
子
ど
も
の
よ
う

に
喜
ん
で
い
ま
し
た
」

一
郎
は
明
る
い
声
だ
っ
た
。

「
妹
さ
ん
が
元
気
に
な
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

幸
江
も
嬉
し
か
っ
た
。

「
そ
れ
か
ら
、
妹
が
幸
江
さ
ん
に
会
っ
て
お
礼
が
言
い
た
い
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
今
度
、
お
れ
と
一
緒
に
神
奈
川
に
来
て
ほ
し
い
の
で
す
」

一
郎
の
言
葉
が
幸
江
の
胸
の
う
ち
で
温
か
く
ふ
く
ら
ん
で
い
く
。

「
は
い
、
私
も
妹
さ
ん
と
お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
答
え
て
受
話
器
を
そ
っ
と
置
い
た
。

側
に
い
た
母
は
、

「
や
っ
ぱ
り
何
か
あ
っ
た
ん
だ
ね
、
一
郎
さ
ん
の
妹
さ
ん
が
ど
う
し
た

の
だ
い
」

と
、
心
配
そ
う
に
聞
い
て
き
た
。

幸
江
は
今
日
の
出
来
事
を
母
に
話
し
た
。

「
お
見
舞
い
に
行
か
な
く
て
も
い
い
の
か
い
」

と
、
母
は
言
っ
た
。

「
一
郎
さ
ん
と
相
談
し
て
決
め
る
か
ら
母
さ
ん
は
心
配
し
な
く
て
も
い

い
の
よ
」

幸
江
は
今
ま
で
、事
あ
る
た
び
に
母
と
話
し
合
っ
て
き
た
。
け
れ
ど
、

こ
の
ご
ろ
は
一
郎
を
頼
り
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

「
幸
江
が
一
郎
さ
ん
と
縁
あ
っ
て
結
婚
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
ん
だ
よ
。
で
も
、
神
奈
川
に
嫁
い
だ
ら
会
い
た
く
て
も
、
な
か
な
か

顔
が
見
ら
れ
な
く
な
る
ね
」

母
は
寂
し
そ
う
な
顔
を
し
た
。

「
結
婚
す
る
か
ど
う
か
、
先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
わ
。
明
日
、
母
さ

ん
と
久
し
ぶ
り
に
町
内
の
氏
神
様
に
初
詣
に
行
か
な
い
？
」

幸
江
は
、
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
る
母
に
言
っ
た
。

「
そ
う
だ
ね
、
明
日
は
雪
も
止
ん
で
晴
れ
そ
う
だ
か
ら
行
こ
う
か
ね
」

母
は
す
ぐ
笑
顔
に
な
っ
た
。
声
も
明
る
い
、
い
つ
も
の
母
の
声
だ
っ

た
。
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。
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幼
い
頃
か
ら
面
倒
な
こ
と
の
大
嫌
い
だ
っ
た
私
は
、
文
章
を
書
く
の

が
と
て
も
嫌
い
で
し
た
。
小
学
校
の
時
の
作
文
の
時
間
が
ど
ん
な
に
嫌

だ
っ
た
か
。
し
か
し
、
今
思
い
返
し
て
み
る
と
、
文
章
を
頭
の
中
で
作

る
こ
と
そ
の
も
の
が
嫌
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、文
章
を
推
敲
す
る
際
に
、

例
え
ば
五
文
字
減
ら
し
た
い
と
き
に
、
そ
こ
だ
け
消
し
ゴ
ム
で
消
す
の

で
は
な
く
て
、
そ
の
先
も
全
部
消
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
、
そ
う
い
う

面
倒
な
こ
と
が
と
て
も
嫌
だ
っ
た
の
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
も
作
文
嫌
い
は
続
き
ま
し
た
が
、
就
職
し
て
何
年
目

か
に
「
ワ
ー
プ
ロ
」
が
現
れ
ま
し
た
。「
ワ
ー
プ
ロ
」
の
出
現
に
よ
っ
て

推
敲
す
る
際
の
消
し
た
り
追
加
し
た
り
の
煩
わ
し
さ
が
消
滅
。
つ
ま

り
、
書
く
こ
と
の
「
面
倒
」
と
い
う
部
分
か
ら
は
開
放
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
た
ま
た
ま
こ
ん
な
会
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。

「
生
徒
た
ち
は
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
作
文
を
嫌
が
る
の
か
し
ら
。
お

し
ゃ
べ
り
は
あ
ん
な
に
上
手
な
の
に
。
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
よ
う
に
書

け
ば
い
い
の
に
」

「
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
よ
う
に
書
く
！
」

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
私
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
。
放
っ
て
お
い
た
ら
い
く
ら
で
も
し
ゃ

べ
り
ま
す
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
文
章
に
し
て
い
い
の
な
ら
、
こ
ん
な
に

楽
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
早
速
、家
族
や
友
人
に
し
ゃ
べ
っ
た
身
の
回
り
の
出
来
事
を
、

そ
の
ま
ま
文
章
に
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
書
け
る
こ
と
書
け
る
こ
と
。

そ
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
ス
ト
ッ
ク
が
で
き

「
こ
れ
を
本
に
し
て
み
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
実
行
に
移
し
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ

ん
自
費
出
版
。
小
学
生
の
学
級
文
集
の
よ
う
な
体
裁
の
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、
本
の
形
に
な
っ
た
喜
び
は
格
別
で
し
た
。

「
美
女
エ
ッ
セ
イ
」

と
題
し
た
そ
の
冊
子
は
一
冊
五
百
円
。
も
ち
ろ
ん
売
れ
な
く
て
、
現
在

押
し
入
れ
は
エ
ッ
セ
イ
集
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
で
も
時
々
買
っ
て

く
だ
さ
る
方
も
あ
り
、
そ
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
後
ワ
ー
プ
ロ
は
パ
ソ
コ
ン
へ
と
進
化
し
、
写
真
や
資
料
な
ど
を

貼
り
付
け
る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
す
ま
す
書
く

こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
書
き
溜
め
て
は
自
費

西

野

真

理

随
想

お
し
ゃ
べ
り
と
文
章
と
寄
稿
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出
版
を
繰
り
返
し
、
つ
い
に
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
17
ま
で
出
版
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
私
は
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
を
始
め
、
紙
媒
体

で
の
出
版
は
終
わ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。（
ブ
ロ
グ
は
ネ
ッ
ト
で
「
西

野
真
理

ブ
ロ
グ
」
と
検
索
し
て
い
た
だ
け
る
と
出
て
き
ま
す
）

さ
て
、
あ
る
日
の
こ
と
、
知
人
の
Ａ
さ
ん
か
ら
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
郵
便

が
届
き
ま
し
た
。
小
冊
子
と
直
筆
の
お
手
紙
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
内

容
は

「
石
川
県
〇
〇
協
会
が
毎
年
春
に
出
す
小
冊
子
に
原
稿
を
書
い
て
い
た

だ
け
な
い
か
？
」

と
い
う
も
の
。

喜
ん
で
書
き
ま
す
。
普
通
な
ら
。

と
こ
ろ
が
今
回
そ
れ
を
お
断
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

理
由
は
下
の
通
り
。

①
ご
依
頼
く
だ
さ
っ
た
Ａ
さ
ん
と
は
、
一
～
二
度
の
面
識
は
あ
る
も
の

の
お
話
し
た
こ
と
は
な
い
（
あ
っ
た
と
し
て
も
記
憶
し
て
い
な
い
程

度
）

②
Ａ
さ
ん
へ
の
連
絡
手
段
は
お
手
紙
か
固
定
電
話

③
石
川
県
〇
〇
協
会
を
ネ
ッ
ト
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
お
問
合
せ
先
は
固

定
電
話
の
み

こ
こ
ま
で
で
私
の
気
持
ち
を
お
察
し
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
さ
ん
に
お
断
り
す
る
に
し
て
も
承
諾
す
る
に
し
て
も
連
絡
は
電
話

か
手
紙
。
ろ
く
に
お
話
し
た
こ
と
も
な
い
の
に
電
話
は
ち
ょ
っ
と
‥
‥

す
る
と
今
回
の
場
合
手
紙
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
本
当
に
苦
痛
で
す
。

現
在
私
の
連
絡
手
段
は
ラ
イ
ン
、
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
。

ま
た
石
川
県
〇
〇
協
会
さ
ん
の
ご
依
頼
を
受
け
た
場
合
、
電
話
で
や

り
取
り
し
た
上
で
、
封
書
で
原
稿
提
出
に
な
る
可
能
性
大
で
す
。
そ
し

て
も
し
原
稿
の
訂
正
な
ど
あ
っ
た
時
は
、
い
ち
い
ち
そ
れ
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
も
そ
も
原
稿
は
来
年
で
す
。
こ
の
こ
と
を
来
年
の
春
へ
の
原

稿
ま
で
引
っ
張
っ
て
お
く
の
は
精
神
的
に
よ
ろ
し
く
な
い
気
が
し
ま
す
。

そ
こ
で
早
速
Ａ
さ
ん
に
お
断
り
の
お
手
紙
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
手
書
き
で
は
な
く
、
ワ
ー
ド
で
。

そ
し
て
私
は
こ
の
こ
と
を
ブ
ロ
グ
に
「
通
信
手
段
に
関
す
る
愚
痴
」

と
し
て
投
稿
し
ま
し
た
。

す
る
と
数
日
後
、
ブ
ロ
グ
の
コ
メ
ン
ト
欄
に
コ
メ
ン
ト
が
届
い
て
い

ま
し
た
。
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

「
突
然
の
投
稿
お
許
し
く
だ
さ
い
。
ブ
ロ
グ
で
ご
指
摘
い
た
だ
い

た
石
川
県
〇
〇
協
会
で
事
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
Ｂ
と
申
し
ま

す
。

（
中
略
）

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
の
た
め
当
協
会
の
み
な
ら
ず
上
部
団
体
も
含
め

て
印
刷
物
に
は
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
て
い
な
い
こ
と
と
、
当
協
会

の
関
係
者
に
は
高
齢
者
の
割
合
が
高
く
、
事
務
担
当
者
と
し
て
は

誠
に
不
本
意
な
が
ら
ア
ナ
ロ
グ
な
や
り
方
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
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会
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先
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み
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ま
で
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の
気
持
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た
だ
け
ま
し
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で
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う
か
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さ
ん
に
お
断
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す
る
に
し
て
も
承
諾
す
る
に
し
て
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連
絡
は
電
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か
手
紙
。
ろ
く
に
お
話
し
た
こ
と
も
な
い
の
に
電
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は
ち
ょ
っ
と
‥
‥

す
る
と
今
回
の
場
合
手
紙
に
な
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ま
す
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こ
れ
が
本
当
に
苦
痛
で
す
。

現
在
私
の
連
絡
手
段
は
ラ
イ
ン
、
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
。

ま
た
石
川
県
〇
〇
協
会
さ
ん
の
ご
依
頼
を
受
け
た
場
合
、
電
話
で
や

り
取
り
し
た
上
で
、
封
書
で
原
稿
提
出
に
な
る
可
能
性
大
で
す
。
そ
し

て
も
し
原
稿
の
訂
正
な
ど
あ
っ
た
時
は
、
い
ち
い
ち
そ
れ
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
も
そ
も
原
稿
は
来
年
で
す
。
こ
の
こ
と
を
来
年
の
春
へ
の
原

稿
ま
で
引
っ
張
っ
て
お
く
の
は
精
神
的
に
よ
ろ
し
く
な
い
気
が
し
ま
す
。

そ
こ
で
早
速
Ａ
さ
ん
に
お
断
り
の
お
手
紙
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
手
書
き
で
は
な
く
、
ワ
ー
ド
で
。

そ
し
て
私
は
こ
の
こ
と
を
ブ
ロ
グ
に
「
通
信
手
段
に
関
す
る
愚
痴
」

と
し
て
投
稿
し
ま
し
た
。

す
る
と
数
日
後
、
ブ
ロ
グ
の
コ
メ
ン
ト
欄
に
コ
メ
ン
ト
が
届
い
て
い

ま
し
た
。
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

「
突
然
の
投
稿
お
許
し
く
だ
さ
い
。
ブ
ロ
グ
で
ご
指
摘
い
た
だ
い

た
石
川
県
〇
〇
協
会
で
事
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
Ｂ
と
申
し
ま

す
。

（
中
略
）

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
の
た
め
当
協
会
の
み
な
ら
ず
上
部
団
体
も
含
め

て
印
刷
物
に
は
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
て
い
な
い
こ
と
と
、
当
協
会

の
関
係
者
に
は
高
齢
者
の
割
合
が
高
く
、
事
務
担
当
者
と
し
て
は

誠
に
不
本
意
な
が
ら
ア
ナ
ロ
グ
な
や
り
方
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
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事
情
に
つ
い
て
ご
賢
察
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
の
上
で
、
も
し
当
協
会
の
会
報
に
ご
投
稿
い
た
だ
け
る
の
で
あ

れ
ば
k…
…
…
…
o@
i…
…
..jp宛
て
に
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
」

そ
れ
に
対
し
て
私
は
す
ぐ
に
次
の
よ
う
に
返
信
し
ま
し
た
。

「
こ
の
度
は
ブ
ロ
グ
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
コ
メ
ン
ト
を
お
寄
せ

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
の
ブ
ロ
グ
に
は
、
ほ
ぼ
楽
し
い
こ
と
や
日
々
の
く
だ
ら
な
い
こ

と
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
珍
し
く
愚
痴
を
書
き
、
そ
れ
を
ま
さ
か

関
係
者
の
方
に
お
読
み
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
こ
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
を
頂

く
こ
と
も
で
き
、
敢
え
て
書
い
て
み
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
文
章
は
ブ
ロ
グ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
お
わ
か
り

の
と
お
り
、雑
談
の
よ
う
な
文
章
な
ら
い
く
ら
で
も
書
け
ま
す
が
、

Ａ
様
か
ら
お
送
り
い
た
だ
い
た
貴
冊
子
を
拝
見
い
た
し
ま
す
と
、

き
ち
ん
と
し
た
文
章
で
、
私
の
文
章
が
お
気
に
召
す
か
ど
う
か
。

ま
た
、
発
行
は
来
年
の
春
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
時
間
は
か
な
り

あ
り
そ
う
で
す
。

ご
依
頼
頂
け
る
場
合
、
提
出
期
限
や
文
章
の
内
容
等
、
詳
細
を
お

教
え
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
」

更
に
Ｂ
さ
ん
か
ら
ご
返
信
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
会
報
に
つ
い
て
は
毎
年
四
月
頃
に
前
年
度
の
活
動
報
告
と
と
も

に
愛
好
家
の
皆
さ
ん
か
ら
エ
ッ
セ
ー
、
小
説
、
童
話
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
構
成
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
は
全
く
問
い
ま
せ
ん
し
、
来
る
も
の
拒
ま
ず
で
、
む
し

ろ
原
稿
集
め
に
苦
労
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
期
日
に
つ
い
て

も
西
野
様
は
ワ
ー
ド
で
作
成
し
て
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
の
で
来
年
一
月
頃
ま
で
に
お
送
り
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。

コ
メ
ン
ト
に
も
記
載
し
ま
し
た
が
、
当
協
会
は
高
齢
者
の
割
合
が

高
く
、
手
書
き
原
稿
か
、
も
し
く
は
ワ
ー
ド
で
作
成
し
た
文
章
を

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
送
ら
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
私
の
労

力
の
ほ
と
ん
ど
は
、
印
刷
業
者
に
渡
す
た
め
に
、
手
書
き
原
稿
を

ワ
ー
ド
で
作
成
し
直
す
こ
と
に
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
（
涙
）

も
し
ご
投
稿
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
内
容
に
つ
い
て
は
全
く

お
任
せ
い
た
し
ま
す
し
、
堅
苦
し
く
古
臭
い
イ
メ
ー
ジ
の
会
報
の

幅
を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
」

‥
‥
来
年
一
月
ま
で
‥
‥
絶
対
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
書
き
ま
し
ょ

う
！
‥
‥
と
い
う
わ
け
で
、
書
い
て
い
る
の
が
こ
の
文
章
な
の
で
す
。
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本
気
で
短
歌
に
向
き
合
い
始
め
て
数
年
、
い
ま
だ
歌
誌
の
毎
月
の
締

め
切
り
を
意
識
し
な
が
ら
詠
ず
る
こ
と
が
多
く
、
湧
き
出
る
感
興
を
自

然
に
韻
律
に
載
せ
る
理
想
に
は
程
遠
い
感
じ
だ
。
た
め
ら
い
は
も
ち
ろ

ん
、
時
に
は
捨
て
き
れ
な
い
衒て
ら

い
が
あ
っ
て
、
自
嘲
す
る
こ
と
し
き
り

で
あ
る
。

し
か
し
、「
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
「
縛
り
」
を
持
つ
こ

と
は
、
四
季
の
風
物
や
日
常
の
出
来
事
を
逃
さ
ず
に
お
こ
う
と
い
う
気

構
え
を
確
か
に
強
く
す
る
。
そ
ん
な
こ
ん
な
の
去
年
今
年
の
拙
作
を
拾

い
、「
暮
ら
し
の
心
」
を
振
り
返
っ
て
み
た
。

【
迎
春
】
暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
は
、「
新
玉
」
の
文
字
の
ご
と
く

心
が
改
ま
る
。

松
飾
り
様
々
な
る
を
隙
間
な
く
掛
け
て
花
屋
の
暮
れ
神
々
し

寺
町
の
寺
院
群
な
り
除
夜
の
鐘
重
な
る
を
聴
き
こ
の
年
も
明
く

あ
ら
た
ま
の
初
の
眠
り
は
う
と
う
と
と
子
ら
の
寝
息
を
聴
く
寅
の
刻

リ
ビ
ン
グ
に
家
族
雑
魚
寝
の
年
の
明
け
寝
息
聞
き
つ
つ
雑
煮
を
作
る

雪
の
間
の
七
日
正
月
天
神
の
石
の
牛
撫
づ
素
手
の
受
験
子

背
伸
び
し
て
御み

籤く
じ

結ゆ
わ

え
る
受
験
子
の
肩
に
雪
間
の
陽
や
わ
ら
か
し

【
早
春
】
雪
質
も
変
わ
り
、
春
の
扉
が
開
い
て
い
く
感
興
が
多
く
な

る
頃
だ
。

紅
梅
の
艶
め
き
た
る
を
帳
中
に
秘
め
ん
が
ご
と
く
太
平
雪
降
る

春
節
の
ラ
ン
タ
ン
の
ご
と
雪
間
な
る
月
に
向
か
い
て
風
花
昇
る

二
月
に
ん
が
つ

の
寒
の
も
ど
り
の
綿
雪
の
帽
子
い
た
だ
く
梅
こ
と
ご
と
く

手
水
鉢
椿
の
花
の
あ
ふ
れ
た
る
風
に
一
花
ひ
と
は
な

ゆ
る
り
と
落
ち
ぬ

尼
寺
の
弥
生
艶
め
く
木
漏
れ
陽
に
椿
お
ち
こ
ち
八
重
や
一
重
や

何
処
い
ず
こ

か
ら
来
た
り
し
も
の
か
小
川
ゆ
く
椿
の
落
花
二
つ
三
つ

川
を
ゆ
く
椿
の
落
花
淡
々
と
身
を
し
ま
い
ゆ
く
潔
き
か
な

こ
の
先
は
海
に
落
ち
ん
と
見
ゆ
る
道
片か
た

方え

雪
割
草
群
生
す

田
起
こ
し
の
車
上
に
臥
し
て
青
年
は
鳥
餌
つ
い
ば
み
終
え
る
を
待
つ
や

【
桜
】
日
本
人
に
と
っ
て
桜
は
「
殊
な
る
も
の
」
と
、
い
つ
も
実
感
す
る
。

や
わ
ら
か
き
生
後
三み

月つ
き

の
手
の
中
に
わ
が
指
に
ぎ
ら
る
る
桜
開
花
日

花
筏
蕊し
べ

も
絡か
ら

め
て
ゆ
る
ゆ
る
と
川
の
真
中
の
鳥
を
運
べ
り

花
の
ま
ま
落
ち
る
も
あ
り
て
ゆ
る
や
か
に
川
面
を
埋
め
て
花
筏
ゆ
く

車
行
く
た
び
に
花
び
ら
吹
だ
ま
る
桜
色
濃
き
路
辺
の
真
昼

満
開
の
桜
の
見
事
語
ら
ん
と
押
す
車
椅
子
の
母
安
眠

幼
な
子
の
ほ
ど
で
し
か
な
き
母
の
手
を
わ
が
手
で
包
み
花
見
む
さ
ぼ
る

【
夏
】
新
緑
→
梅
雨
→
盛
夏
→
晩
夏
…
移
ろ
う
夏
に
そ
れ
ぞ
れ
の
感

中

田

久
実
子
(桃
水
)

（
金
沢
工
業
大
学
）

随
想

四
季
を
詠
じ
て
思
う
こ
と
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本
気
で
短
歌
に
向
き
合
い
始
め
て
数
年
、
い
ま
だ
歌
誌
の
毎
月
の
締

め
切
り
を
意
識
し
な
が
ら
詠
ず
る
こ
と
が
多
く
、
湧
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る
感
興
を
自

然
に
韻
律
に
載
せ
る
理
想
に
は
程
遠
い
感
じ
だ
。
た
め
ら
い
は
も
ち
ろ

ん
、
時
に
は
捨
て
き
れ
な
い
衒て
ら

い
が
あ
っ
て
、
自
嘲
す
る
こ
と
し
き
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で
あ
る
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な
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い
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縛
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」
を
持
つ
こ

と
は
、
四
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の
風
物
や
日
常
の
出
来
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を
逃
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お
こ
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い
う
気

構
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を
確
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に
強
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る
。
そ
ん
な
こ
ん
な
の
去
年
今
年
の
拙
作
を
拾

い
、「
暮
ら
し
の
心
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を
振
り
返
っ
て
み
た
。
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験
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験
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落
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落
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潔
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落
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興
が
あ
る
。

青
天
に
ひ
こ
う
き
雲
の
交
差
す
る
み
か
ん
畑
の
花
盛
り
の
朝

風
や
さ
し
み
か
ん
の
白
き
花
ま
ぶ
し
目
と
じ
て
香
を
数
度
た
し
か
む

山
を
背
に
数
十
株
の
香
り
立
つ
芍
薬
郷
よ
と
真
中
に
し
ゃ
が
む

気
丈
さ
は
わ
れ
の
値
打
ち
と
抗
う
も
足
腰
ま
ま
に
な
ら
ぬ
梅
雨
入
り

中
腰
で
レ
タ
ス
の
畝
に
ネ
ッ
ト
張
る
友
は
農
婦
と
知
る
梅
雨
晴
れ
間

数
百
の
風
鈴
下
が
る
御
社
み
や
し
ろ

の
廊
に
立
ち
居
て
音
を
遊
び
ぬ

旧
盆
の
花
も
供
物
も
そ
れ
ぞ
れ
に
皆
新
し
き
過
疎
村
の
墓
所

【
秋
】
秋
は
諷
詠
の
情
景
や
風
情
に
事
欠
か
な
い
「
殊
な
る
」
季
節
だ
。

枝
打
ち
し
足
高
杉
の
屋
敷
林

か
い
に
ょ

越ご

し
金
色
こ
ん
じ
き

に
稲
波
打
つ
が
見
ゆ

新
米
の
炊
き
上
が
り
た
る
艶
々
と

し
ば
ら
く
は
湯
気
に
そ
の
香
り

を
聞
け
り

ポ
リ
フ
ォ
ン
の
デ
ィ
ス
ク
の
響
く
山
間
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
い
よ
よ
色

濃
し

家
持
の
愛め

で
た
る
山
に
昼
餉
摂
る
知
ら
ぬ
同
士
の
そ
れ
ぞ
れ
の
秋

人
足
の
ま
ば
ら
に
な
り
し
バ
ラ
園
の
律
の
調
べ
に
渡
る
鳥
聴
く

月
食
を
見
上
げ
る
帰
路
に
ド
ビ
ッ
シ
ー
流
れ
く
る
聴
く
枯
葉
踏
み
つ
つ

待
宵
ま
ち
よ
い

に
枝
影
さ
み
し
柿
に
生な

る
二
顆
の
朱
色
の
こ
と
さ
ら
に
冴
ゆ

白
山
の
麓
の
友
を
訪
ね
き
て
照て
り

葉は

を
駆
け
る
猿
に
出
会
い
ぬ

腹
太
き
蟷
螂
と
う
ろ
う

照
葉
の
室む
ろ

に
居
り
さ
な
が
ら
武
則
天
の
降
臨

軒
下
の
一
枝
紅
葉
残
し
け
り
時
雨
の
続
く
山
宿
の
朝

【
冬
】
北
陸
の
冬
、
人
は
五
感
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
ら
れ
る
。

山
茶
花
の
マ
ゼ
ン
ダ
色
の
垣
の
下

主
と
子
犬
と
白
き
息
吐
く

家
も
木
も
大
き
霰
に
打
た
れ
お
り

第
九
に
勝
る
荘
厳
な
夜

朝
露
に
冴
え
る
葉
色
の
初
採
り
の
冬
大
根
陽
に
高
く
掲
げ
る

托
鉢
の
大
根
始
末
す
る
老
僧
の
節
太
の
手
の
技
の
確
か
さ

気け

嵐あ
ら
し

に
裾
奪
わ
れ
て
立
山
の
峰
大
寒
の
空
に
浮
か
べ
り

【
コ
ロ
ナ
禍
】
当
た
り
前
に
あ
る
こ
と
の
か
け
が
え
の
な
さ
を
痛
感

し
た
。

身
の
内
の
邪
悪
全
て
を
吐
か
ん
と
て
ウ
ル
フ
ム
ー
ン
や
子
は
咳
を
す
る

そ
ば
に
居
て
世
話
は
な
ら
ぬ
と
強
い
ら
れ
る
遣
り
切
れ
な
さ
に
冬
至

粥
炊
く

無
事
で
あ
る
こ
と
の
重
み
を
痛
感
す

コ
ロ
ナ
の
日
々
の
卓
の
広
さ
よ

諍い
さ
か

い
も
小
言
も
生
活
た
つ
き

の
豊
か
さ
ぞ

そ
れ
ぞ
れ
の
椀
懇
ろ
に
拭
く

【
母
】
斎
藤
茂
吉
の
御
母
堂
の
歌
を
思
わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

年
明
け
は
白
寿
を
祝
う
指
切
り
の
力
の
あ
る
を
幾
度
も
確
か
む

白
寿
な
る
母
発
熱
と
施
設
よ
り
知
ら
せ
あ
り
し
も
気
ば
か
り
を
揉
む

聴
き
取
れ
ぬ
母
の
話
の
も
ど
か
し
き

そ
を
訳
し
得
る
機
器
は
あ
ら

ず
や

孫
娘
落
涙
す
る
に
愛
し
さ
を
隠
す
術す
べ

な
く
顔
崩
す
老は

母は

肩
も
背
も
足
も
手
指
も
わ
が
母
と
今こ
ん

生じ
ょ
う

の
限
り
の
ご
と
く
撫
づ

自
分
の
書
画
を
友
禅
染
し
た
い
と
中
村
高
雲
氏
に
師
事
し
た
の
も
短

歌
に
向
き
合
い
始
め
た
の
と
同
じ
頃
で
あ
っ
た
。
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「
特
選
を
得
し
歌
の
載
る
月
誌
着
く

弥
生
満
月
愛
酒
独
酌
」
と
詠
え

る
よ
う
な
評
価
も
頂
け
、「
旧
友
も
来
年
古
希
と
鬢
を
撫
づ
ブ
ル
マ
ン

の
香
の
サ
イ
フ
ォ
ン
湧
き
つ
」
と
記
せ
る
旧
知
も
い
て
、
幸
せ
な
こ
と

だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

た
く
さ
ん
の
支
え
を
も
ら
い
、
次
は
詠
歌
で
高
評
価
を
も
ら
っ
た
、

愛
す
る
「
カ
ワ
セ
ミ
」
を
友
禅
染
め
し
た
い
と
熱
く
な
っ
て
い
る
。

落
石
の
逆
さ
紅
葉
を
破
る
ご
と
川
蝉
か
わ
せ
み

は
餌
を
咥
え
て
ぞ
去
る

求
愛
の
餌
を
捕
る
オ
ス
は
ま
さ
し
く
も
魚
狗

か
わ
せ
み

と
な
り
水
面
射
抜
く

水
面
に
触
れ
な
ん
と
す
る
枯
れ
枝
に
翡
翠
か
わ
せ
み

の
い
る
時
の
静
け
さ

息
を
呑
み
翡
翠
マ
ニ
ヤ
時
を
待
つ
撮
る
こ
と
も
は
や
忘
れ
な
ん
か
な
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よ
う
や
く
五
類
移
行
し
た
コ
ロ
ナ
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
活

動
が
可
能
に
な
っ
た
二
〇
二
三
年
度
に
お
い
て
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
激
動

に
巻
き
込
ま
れ
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

二
〇
二
三
年
十
月
十
七
日
、
十
代
大
樋
長
左
衛
門
、
大
樋
陶
冶
斎
名
誉

顧
問
が
九
十
五
歳
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。
氏
は
一
九
六
七
年
（
昭
和

四
十
二
年
）
の
勤
文
協
結
成
準
備
会
に
始
ま
り
、
翌
一
九
六
八
年
（
昭
和

四
十
三
年
）
勤
文
協
設
立
総
会
に
お
い
て
会
長
に
就
任
さ
れ
る
と
、
二
〇

二
二
年
（
令
和
四
年
）
に
ご
子
息
の
十
一
代
大
樋
長
左
衛
門
氏
に
そ
の
席

を
譲
ら
れ
る
ま
で
、
同
じ
く
昨
年
二
月
に
百
歳
で
急
逝
さ
れ
た
氷
田
清

風
名
誉
顧
問
と
共
に
勤
文
協
活
動
の
顔
と
な
り
、
活
動
を
牽
引
し
て
い

た
だ
い
た
。
一
年
を
置
か
ず
し
て
二
人
の
創
立
者
を
失
っ
た
こ
と
は
、

や
む
を
得
な
い
こ
と
と
は
い
え
大
き
な
喪
失
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
し
て
よ
う
や
く
喪
も
明
け
よ
う
と
し
た
二
〇
二
四
年
元
日
、
言
う

ま
で
も
な
く
石
川
県
民
に
と
っ
て
未
曽
有
の
大
災
害
が
発
生
し
た
。
し

か
も
一
部
の
例
外
を
除
き
、
能
登
と
加
賀
で
は
全
く
別
世
界
の
如
き
生

活
実
態
の
断
絶
が
生
ま
れ
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
日
常
が
あ
る
一
方
で
、

生
活
の
全
て
を
失
っ
た
住
民
が
一
月
一
日
か
ら
時
が
止
ま
っ
た
ま
ま
絶

望
の
淵
に
沈
ん
で
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。
運
命
と
い
う

言
葉
の
残
酷
さ
と
苛
烈
さ
を
今
ほ
ど
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
時
は
な
い
。

勤
文
協
も
社
会
的
な
組
織
で
あ
る
以
上
、
こ
の
激
動
か
ら
無
縁
で
い

ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。
特
に
、
こ
こ
数
年
財
政
的
に
困
難
を
抱
え
つ
つ

あ
る
こ
と
は
、
こ
の
編
集
後
記
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
も
お
伝
え
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
震
災
が
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
状
況
を
さ

ら
に
急
加
速
さ
せ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。
四
月
か
ら
始
ま
る
二
〇

二
四
年
度
は
、
実
は
勤
文
協
の
収
入
の
過
半
を
占
め
る
自
治
体
か
ら
の

補
助
金
の
交
付
が
不
透
明
な
中
で
活
動
計
画
を
組
ま
ざ
る
を
得
ず
、
し

か
も
こ
の
状
況
が
単
年
度
で
終
息
す
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
と
り
あ
え
ず
二
〇
二
四
年
度
に
つ
い
て

は
写
真
サ
ロ
ン
展
と
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
夏
の
美
術
展
、
そ
し
て
中

核
的
事
業
で
あ
る
勤
労
者
美
術
展
の
三
つ
を
開
催
し
、
さ
ら
に
翌
年
度

は
年
前
半
に
夏
の
美
術
展
、
年
後
半
に
勤
労
者
美
術
展
と
い
う
年
二
回

の
開
催
パ
タ
ー
ン
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
現
時
点
で
は
判
断
し
て

い
る
。
一
年
の
活
動
を
振
り
返
り
記
録
す
る
と
い
う
意
味
で
は
会
報
の

重
要
性
も
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
規
模
を
縮
小
し
て
で
も
存
続
さ
せ

る
べ
く
努
力
し
て
い
き
た
い
。

編
集
後
記

鈴

木

隆
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